
〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

第１章 創意工夫を生かした適切な教育指導 

１ 学校教育指導 
（１）指導の重点 

◎◎「「教教育育にに関関すするる３３つつのの達達成成目目標標」」のの推推進進  

知・徳・体のバランスのとれた児童生徒
の育成を目指す 

・「教育に関する３つの達成目標」を主体的に受け止
め、学校や地域の実態等に応じ、各教科等の年間
指導計画に位置づけ、全教育活動を通じて、計画
的、継続的に推進する。 

・管理職のリーダーシップの下に、全教職員の共通
理解に基づいた指導体制を整備し、国語科、算
数・数学科、体育・保健体育科、道徳、特別活動
を中心として他の教科等との関連を図りながら指
導方法の工夫改善を図る。 

・家庭や地域の人々の理解を得るため、学校として
の取組を公開するとともに、家庭での取組について
協力いただけるよう、積極的な働きかけを行う。 

・児童生徒一人一人の達成状況を絶えず検証し、
指導体制や指導方法の工夫改善を行うことによ
り、すべての児童生徒が目標を達成することができ
るよう努める。 

 

① 学校（園）経営  

 「生きる力」をはぐくみ、心豊かでたくまし
い幼児児童生徒の育成を目指し、生きがいのあ
る学校（園）生活を送ることができるよう、校
（園）長を中心として全教職員の創意を生かし、
保護者や地域社会と連携した活動を促進すると
ともに、開かれた特色ある学校（園）づくりを一
層推進する。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育目目標標のの達達成成をを目目指指すす教教育育課課程程のの編編
成成・・実実施施・・評評価価・・改改善善  

①学校の教育目標の実現に向けて、経営方針や教
育指導の重点・努力事項等を明確にし、全教職員
が協力し合い、教職員一人一人が主体的に教育活
動に取り組む。 

②学校の教育課題を明確にし、学校や地域及び幼児
児童生徒の心身の発達段階、学習指導要領、県
教育課程編成要領等を踏まえ、基礎的・基本的な
内容の確実な定着を図る教育課程の編成・実施・
評価・改善に努める。 

●●教教職職員員のの協協力力体体制制のの確確立立とと指指導導力力のの向向上上  
①特色ある学校づくりに積極的に参画できるように、全

教職員の共通理解と協力体制を確立する。 

②教職員一人一人の専門性や特性を生かした校務
分掌組織の工夫・改善に努める。 

③教職員の資質や指導力の向上を目指して校内研
修を積極的に推進し、その成果を日々の指導に生
かして様々な教育活動が展開できるように努める。 

●●地地域域にに開開かかれれたた特特色色ああるる学学校校づづくくりり  
①地域の実態を生かした特色ある学校づくりのため、

地域や学校の教育環境を見直し、整備・充実を図
り、日々の教育活動の充実に努める。 

②学校としての説明責任を果たし、家庭や地域、関係
機関、地域の他の学校・園との協力、連携を図り、
地域に根ざした信頼される学校づくりに努める。 

 
 

② 学級経営  

 学校（園）の教育目標の実現を目指し、経営方

針に基づいた学級目標を設定する。学級担任は、

学習指導や生徒指導等、日々の全教育活動を通

して幼児児童生徒と相互の信頼関係を築き、一

人一人のよさや可能性を伸ばし、存在感、自己

実現の喜びを実感できる環境づくりに努める。 

【具体的視点】 

●●好好ままししいい人人間間関関係係をを育育ててるる学学級級経経営営のの推推進進  
①幼児児童生徒の実態や保護者の願いを的確に把

握し、学校及び学年の経営方針を十分に踏まえて
学級経営案を作成し、意図的・継続的な実践と評
価、改善に努める。 

②一人一人のよさや可能性を認め伸ばすために創意
工夫したり、好ましい人間関係づくりに努めたりする
など、満足感や所属感をもてる学級経営に努める。 

●●幼幼児児児児童童生生徒徒一一人人一一人人のの自自主主的的、、実実践践的的なな態態
度度のの育育成成をを目目指指すす学学級級づづくくりり  

①学級担任は、学年の組織を基盤にして学習指導、
生徒指導等について共通理解を図り、話し合いや
係の活動等を通して集団や社会の一員としての自
覚を深め、協力と責任、集団生活のルールを学ぶ
ことができるよう指導・援助に努める。 

②幼児児童生徒の特性を把握することに努め、指導
方法や指導体制の工夫改善を図り、学習指導を一
層充実させ、楽しい授業、わかる授業を創造する。 

●●学学級級経経営営のの評評価価のの工工夫夫  
①学級担任は、学級経営の目標や努力点について計

画的、継続的に評価し、改善・充実に努めるととも
に、確かな幼児児童生徒理解、きめ細かな指導・
援助に努める。 
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③ 学習指導  

 幼児児童生徒の可能性を発揮できるよう、自
ら学び、自ら考える力などの「生きる力」をは
ぐくむ授業の創造を目指す。 

【具体的視点】 

●●「「生生ききるる力力」」をを育育むむ授授業業のの創創造造をを目目指指すす指指導導計計
画画のの作作成成  

①幼児児童生徒の実態、地域や学校の特色を生かし、
幼児児童生徒に自ら学び自ら考える力等の「生きる
力」を育てるための具体的な指導計画を作成すると
ともに、実施状況を踏まえ、改善に努める。 

②基礎的・基本的な内容が確実に身に付くよう指導
内容の精選・重点化を図る。 

③教科間、学年間の関連を図り、系統的・発展的な
指導ができるように努める。 

●●個個にに応応じじたた指指導導方方法法、、指指導導体体制制のの工工夫夫・・改改善善  
①指導にあたっては、幼児児童生徒の興味・関心、考

え方等、様々な特性を把握し、幼児児童生徒一人
一人がよさや可能性を発揮し、主体的に学習に取り
組めるよう個に応じた適切な支援に努める。 

② 問題解決的・体験的な学習の推進、コンピュータ
等の活用、教師一人一人の特性を生かした協力的
な指導体制の整備など、指導方法や指導体制の
工夫・改善に努める。 

③ 選択教科等では、生徒の可能性やよさが生かせ
るよう選択履修幅の一層の充実に努める。 

●●一一人人一一人人をを生生かかすす評評価価のの工工夫夫  
① 幼児児童生徒の自己実現を支援するため、共感

的な児童生徒理解に努めるとともに、観点別学習
状況の評価規準を明確にし、指導と評価を一体化
する。 

② 目標に準拠した評価を適切に実施するため、評
価の方法、場面、時期、記録の累積及び評定への
総括についての研究を深める。 

③ 幼児児童生徒のよい点や進歩の状況等を積極的
に評価するとともに、補助簿や自己評価・相互評価
を活用するなど、一人一人の学習の状況や成果を
継続的、総合的に把握し、指導に生かすようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 生徒指導  

 児童生徒一人一人が成就感や存在感を得られ、
生きがいのある学校生活を送れるよう、共感的
人間関係の育成を図るとともに、自己実現が図
れるよう指導・援助する。 

【具体的視点】 

●●基基本本的的なな生生活活習習慣慣のの育育成成  
①生徒指導の全体計画や年間指導計画に基づき、

全教職員が一貫した姿勢で、すべての教育活動を
通じて継続的に行う。 

②人権尊重の精神を基盤に児童生徒の自主性、自
発性を大切にするとともに、規律正しい生活態度、
善悪を正しく判断して行動する力、好ましい人間関
係などの育成に努める。 

●●生生ききががいいののああるる学学校校生生活活のの実実現現  
①共感的な人間関係の育成を図るとともに、児童生

徒が自ら考え、判断し、行動できるよう指導の充実
に努める。 

②児童生徒一人一人が成就感や存在感が得られる
ような教育活動全体を工夫し、個人の能力や特性
を生かした指導に努めるとともに、進路指導の充実
に努め、児童生徒一人一人が目標をもって将来を
展望し、自己実現が図れるよう指導・援助する。 

●●校校内内指指導導体体制制のの充充実実  
①一人一人の教員の役割を明確にするとともに、すべ

ての教育活動を通じて、全教職員の共通理解の下
に一致協力して実践する。 

②管理職のリーダーシップの下に、生徒指導主任を中
心に全教職員が全校的な視野に立って、学級や学
年の枠を超え、相互に連携して児童生徒一人一人
の指導・援助に当たれるよう指導体制を整える。 

●●  生生徒徒指指導導のの力力量量のの向向上上  
①常に児童生徒の理解に努め、教員と児童生徒、児

童生徒相互の好ましい人間関係を育てる。 

②校内研修等を通じて、一人一人の教職員が教育相
談的な態度や技能を身につけ、学校全体としての
指導力の向上を図る。 

●●  地地域域ぐぐるるみみのの生生徒徒指指導導のの推推進進  
①開かれた学校づくりを一層推進し、家庭･地域社会

等との連携を密にし、一体となって児童生徒の健全
育成を図る。 

②家庭はもとより、地域の幼稚園（保育所等）・小学
校・中学校・高等学校、特別支援学校などとの協
力関係を一層深めるとともに、警察等関係諸機関と
の連携を緊密にし、地域ぐるみの健全育成活動を
推進する。 
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⑤ 進路指導・キャリア教育  

キャリア教育（児童生徒一人一人の勤労観、職
業観を育てる教育）を推進する。その中核をなす
進路指導では、生徒が自らの生き方を考え、望ま
しい勤労観・職業観をもち、進路を主体的に選択
決定することができるよう指導・援助する。 

【具体的視点】 

●●児児童童生生徒徒理理解解にに基基づづくく進進路路指指導導・・キキャャリリアア教教育育
のの推推進進  

①全教職員が進路指導・キャリア教育の意義や理念
についての共通理解を深め、教育活動全体を通し
て進められるよう児童生徒の実態に応じた全体計
画や指導計画を作成する。 

②小学校における指導にあたっては、個性を生かす
教育を充実する観点からキャリア・カウンセリング等
の機会を指導計画に位置付けるなど、個別の指
導・援助を充実させる。 

③中学校における指導にあたっては、ガイダンス機能
の充実を図り、日々の学習指導、生徒指導、教育
相談等を通して、生徒の能力・適性、興味・関心等
を的確に把握し、確かな生徒理解に基づき、一人
一人の個性の伸長を図る。 

●●教教育育活活動動全全体体をを通通じじたた計計画画的的進進路路指指導導・・キキャャリリ
アア教教育育のの推推進進  

①小学校におけるキャリア教育の推進に当たっては、
自校の児童のキャリア発達を促す上で、何が課題
か、どのような能力・態度の育成に重点を置くべき
かなどを検討しておくことが大切である。指導にあた
っては、特別活動、各教科、道徳、総合的な学習
の時間等、学校の教育活動全体を通して、計画的、
組織的かつ系統的な実施が図れるようにする。 

②中学校における進路指導・キャリア教育は、学校の
教育活動全体を通して実施する。特に学級活動の
時間は、進路指導を補充・深化・統合するものであ
り、生き方指導としての進路指導の在り方を踏まえ、
３年間を見通して、計画的、組織的、継続的に指
導・援助する。指導にあたっては、単なる知識の伝
達に陥ることなく、生徒の主体的な活動を重視し、
具体的で身近な事例や資料の積極的活用を図る。 

●●キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導にに関関すするる啓啓発発的的経経験験のの充充実実  
①小学校では、児童が家庭、学校、地域における諸

活動の中で、その一員としての役割を果たすことな
どを通して、自分のよさや得意分野に気付かせ、そ
れらを生かそうとする意欲や態度を育成する。 

②中学校では、生徒が自らの進路を設計し、適切な
進路の選択ができるよう、十分に情報の収集を行
わせる。 

③小学校では、児童が職業に対する基礎的な知識理
解が得られるよう、身の回りの職場や施設の見学等
実施する。また、中学校では、体験入学や職場体
験を実施したり、社会の様々な分野で活躍する
方々を招いて講演会を開いたりするなど、進路に関
する啓発的な経験を充実させる。 

●●小小中中高高等等学学校校のの連連携携及及びび家家庭庭やや地地域域社社会会、、  
関関係係機機関関ととのの連連携携のの強強化化  

①小学校のキャリア教育の推進にあたり、中学校、高
等学校及び特別支援学校との連携を図るとともに、
学校から保護者に積極的な働きかけを行い連携を
深める。 

②中学校の生き方指導としての進路指導について、
保護者や地域の人々に理解と協力を得られるよう
努め、生徒の適切な進路選択の支援ができるよう
高等学校・ハロ－ワーク等の関係機関との連携を一
層深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 道徳教育  

人間としての生き方を身に付け実践できる児童生
徒の育成を目指す。 

【具体的視点】 

●●豊豊かかなな体体験験にによよるる内内面面にに根根ざざししたた道道徳徳性性をを育育むむ
道道徳徳教教育育のの充充実実  

①教職員と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互
の人間関係を深め、道徳的価値の自覚が一層図ら
れるよう、体験活動等を生かした多様な取組の工
夫や魅力的な教材の開発や活用に努め、心に響く
道徳教育を実施する。 

●●家家庭庭やや地地域域社社会会とと連連携携をを図図っったた道道徳徳教教育育のの充充実実  
①家庭や地域の人々の参加や協力を求めたり、学校

間の交流を図ったりするとともに、学校・家庭・地域
と連携して道徳性を培い、道徳的実践の充実に努
める。 

●●教教育育活活動動全全体体をを通通じじてて行行うう道道徳徳教教育育のの推推進進とと道道
徳徳のの時時間間のの充充実実  

①道徳の時間をはじめとして各教科、特別活動及び
総合的な学習の時間の特質に応じて指導の充実を
図り、道徳的心情・判断力・実践意欲と態度などの
道徳性を養う。 

②道徳の時間は、他教科等と関連を図り、計画的、発
展的な指導によって補充深化統合し、道徳的価値
の自覚を深め、道徳的実践力を育成する時間とす
る。 
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⑦ 特別活動  

望ましい集団活動を通して、児童生徒一人一人の個
性の伸長を図るとともに、集団や社会の一員としての自
覚を深め、よりよい生活を築こうとする自主的・実践的な
態度の育成に努める。 

【具体的視点】 

●●全全体体のの指指導導計計画画のの作作成成とと活活用用  
①学習指導要領に基づき、学校の教育目標等との関

連を踏まえ、特別活動の各内容の特性を生かし、
関連性、系統性のあるものにする。 

②各教科、道徳、総合的な学習の時間及びその他の
教育活動との関連を図る。 

③内容相互の関連を図り、全体として調和のとれた指
導計画となるように配慮する。 

④家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の
活用などを工夫する。 

⑤体験的な活動内容を工夫するなど、学校の特色を
活かしたものにする。 

●●望望ままししいい集集団団活活動動のの育育成成  
①児童生徒の発達段階に即した段階的な指導を一

層工夫し、体験的な活動を重視しながら、児童生
徒一人一人に所属感や連帯感などが得られる望ま
しい集団活動を展開する。 

②児童生徒一人一人が主体的に活動できる機会や
場を設定し、集団活動が効果的に展開されるよう
指導する。 

③児童生徒が自らの生き方を考え行動する態度や能力
の育成が図れるようガイダンス機能の充実に努める。 

●●活活動動意意欲欲をを高高めめるる指指導導とと評評価価のの工工夫夫  
①実践活動及び実践に至るまでの過程を重視し、児

童生徒一人一人のよさを積極的に生かせるよう指
導と評価を工夫する。 

②指導と評価にあたっては、学習指導要領を踏まえ、
評価規準を明確にした各内容の指導と評価の計画
を作成し、指導方法の改善を行い活動意欲の向上
に生かす。 

●●自自然然体体験験やや社社会会体体験験等等のの充充実実  
①特別活動の一層の充実を図るため、家庭や地域と

の連携を深めながら、自然や文化とのふれあいや
地域の人々との幅広い交流など、自然体験や社会
体験等を充実させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 総合的な学習の時間  

自ら学び、自ら考え、問題を解決する力などの育成や
学び方やものの考え方などの習得を目指すとともに、自
己の生き方を考えることができる児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●学学校校ととししててのの方方針針のの明明確確化化  
①総合的な学習の時間の趣旨やねらいについて、全

教職員の共通理解を深め、地域や学校、児童生徒
の実態等に応じて、学校としての総合的な学習の
時間の方針を明確にするとともに、全体計画及び年
間計画を作成する。 

●●指指導導とと評評価価のの計計画画のの改改善善・・充充実実  
①児童生徒が自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

問題を解決する学習活動や特色ある学習活動が
展開できるよう、各学校が創意工夫を生かし、指導
と評価の計画の改善・充実に向け組織的、計画的
に取り組む。 

●●体体験験的的なな学学習習やや問問題題解解決決的的なな学学習習をを支支ええるる体体
制制づづくくりり  

①体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取
り入れるために、地域の学習機関や学習環境の積
極的な活用、学校図書館やコンピュータなどの学習
環境の整備を図る。 

②保護者や地域の人々の協力が得られるような支援
体制づくりに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 学校教育相談  

児童生徒の抱える悩みや不安を解消し、より望まし
い成長と自己実現への支援を行う。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育相相談談体体制制のの充充実実  
①教育計画全体の中に学校教育相談を位置付け、

具体的な実施計画のもとに、児童生徒一人一人の
情報を的確に把握し、教職等の相互連携を蜜にす
るなど、学校教育相談体制を充実する。 

●●相相談談活活動動のの活活発発化化  
①日常や定期の相談等を組織的、計画的に行う。ま

た、カウンセリング理論の習得や技法の向上に努め、
特に不登校傾向の児童生徒には、小中の連携体
制のもと、早期に相談活動を実施し、ゆとりを持って
支援する。 
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●●専専門門機機関関ととのの連連携携  
①市教育センターや他の専門機関と連携を図り、それ

ぞれの役割を明確にし、相互に協力しながら児童
生徒の指導や援助に当たる。 

 
 

⑩ 体育  

生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力
を身に付けさせるために、運動の特性にふれる楽しさ
や喜びを味わわせ、自ら進んで学習に取り組むことが
できる授業を実践し、たくましい体と豊かな心をもった
児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●児児童童生生徒徒がが主主体体的的にに運運動動すするる授授業業のの実実践践  
①児童生徒の側からとらえた運動の楽しさや喜びを十

分考慮して、指導計画や学習過程を工夫する。さら
に、一人一人の能力・適性等に応じた課題をもたせ、
課題解決に必要な学習の場を工夫する。 

②児童生徒が自ら進んで運動に取り組む過程や技能
の進歩を適切に評価し指導に生かす。 

●●健健康康のの増増進進とと体体力力のの向向上上    
①総則第１の３「学校における体育・健康に関する指

導」の趣旨を踏まえ、体育的活動を教育活動全体
の計画に位置づける。 

②地域や学校、児童生徒の実態を十分に考慮し、体
力の課題を明確にするとともに、解決のための具体
的な取組とその検証を図る。 

●●安安全全教教育育とと安安全全管管理理のの充充実実  
①児童生徒一人一人が常に健康・安全に留意して運

動する態度を身に付けさせる。 

②施設・設備の日常的・定期的な安全点検とそれに
伴う事後措置を確実に実践する。 

③事故発生時に適切な対応ができる緊急体制を確
立する。 

●●組組織織的的、、計計画画的的なな研研修修のの推推進進  
①学校体育の課題を明確にして、組織的・定期的な

研修を推進する。 

②校外の研修会・講習会に積極的に参加し、その内
容の校内伝達に努め、指導力の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 健康教育  

生涯にわたって健康で充実した生活を送るための
基礎を培うよう、教育活動全体を通じて組織的に学校
保健活動を推進し、心身ともに健康で安全な生活を
主体的に実践できる児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●自自らら健健康康をを保保持持増増進進ししてていいくくここととががででききるる児児童童生生
徒徒のの育育成成    

①健康の大切さを知り、健康問題を自ら考え、判断し
行動できる資質や能力を育てる。 

②健康教育の充実を図るとともに、家庭・地域社会等
との連携を図り、学校保健委員会を活性化させる。 

●●自自他他のの生生命命をを尊尊重重しし、、自自らら安安全全なな生生活活ががででききるる
ととととももにに、、他他者者のの安安全全ににもも配配慮慮すするるここととががででききるる児児
童童生生徒徒のの育育成成  

①安全学習の内容を明確にし、体験的学習や課題解
決的な学習など、指導方法を工夫・改善し、実践
力を高める。 

②家庭・地域社会と十分に連携を深め、地域ぐるみの
安全教育・安全管理を推進する。 

●●健健康康でで豊豊かかなな生生活活をを送送るるたためめのの望望ままししいい食食習習慣慣
のの形形成成とと好好ままししいい人人間間関関係係のの育育成成  

①食に関する効果的な指導に取り組むとともに、多彩
で楽しく充実した給食活動を実現する。 

②家庭・地域社会との連携を密にし、望ましい食習慣
の形成を図る。 

 
 

⑫ 人権教育  

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理

解を深め、様々な人権問題を解決しようとする児童生

徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●全全教教育育活活動動をを通通じじたた人人権権教教育育のの推推進進  
①互いに尊重し助け合う心と態度を育てる教育活動

の推進に努める。 

②体験的な活動の充実と家庭や地域社会との連携を
図る。         

③幼稚園、小・中学校及び高等学校の連携による人
権教育の推進に努める。 

④児童生徒や地域の実態を把握した全体計画及び
年間指導計画を作成する。 

●●他他者者のの痛痛みみをを共共有有ででききるる豊豊かかなな人人間間性性醸醸成成  

 

①自他の個性を認め合い、共に学び活動することを
基本とした授業の実践に努める。 

②ボランティア活動や自然体験活動を重視した教育
活動を推進する。 

③高齢者や障害者との交流に配慮した、教育実践に
努める。 
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●●人人権権教教育育のの研研究究推推進進    
①指導方法の工夫・改善を図り、人権教育上の視点

を授業の中に位置づけて、自ら人権課題を解決す
ることのできる児童生徒を育成する。 

②研修会の実施や学習資料、指導資料などの作成を
通して教職員の指導力を向上させる。 

 

⑬ 特別支援教育  

発達障害を含む障害のある幼児児童生徒一人一
人の教育的ニーズに応じた適切な教育的支援の充実
をすべての学校において図る。 

【具体的視点】 

●●将将来来をを見見通通ししたた特特別別なな教教育育的的ニニーーズズにに応応じじたた  
適適切切なな教教育育のの推推進進  

①障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向
けて、一人一人の教育的ニーズを把握し、その可
能性や能力を最大限に高め、生活や学習上の困
難を改善・克服するため適切な教育的支援を行う。 

②就学支援委員会の充実を図り､障害のある児童生
徒の就学する学校の決定や障害の判断については､
教育学･医学･心理学等の観点から専門家の意見
を求め適切に進める。 

●●特特別別支支援援学学級級のの特特性性をを生生かかししたた指指導導のの充充実実  
①学校全体の協力体制の下、在籍する児童生徒一

人一人の障害の状況や特性に応じた「特別の教育
課程」を編成し、効果的な指導内容や方法を工夫
改善する。 

②個別の指導計画を作成し､指導目標や内容･方法
等を明確にしたきめ細かな指導を行う。その際、交
流及び共同学習の充実に努める。 

●●通通常常学学級級ににおおけけるる障障害害ののああるる児児童童生生徒徒へへのの配配慮慮  
①言語障害、難聴、自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤの児童生徒

については、通級指導教室で通常学級と連携を図
りながら効果的な指導に努める。 

②発達障害を含む教育上特別な支援を必要とする
児童生徒については、校内の支援体制を整備・充
実し、早期から一人一人の教育的ニーズに対応す
るため、個別の教育支援計画を策定し、適切な支
援に努める。 

 

 

⑭ 国際理解教育  

我が国及び諸外国の文化・伝統等を深く理解し、
互いの文化や伝統を尊重する態度を育成する。また、
異なった文化をもつ人々と共に生きていく資質や能力
を育成する。  

【具体的視点】 

●●具具体体的的なな目目標標のの設設定定  
①他の国家、民族、人種に対する偏見や先入観をな

くし、お互いの基本的人権を尊重し合い、世界の平
和と発展に貢献できる能力や態度を育成する。 

②諸外国の文化、伝統、価値観等を理解するとともに、
我が国の文化や伝統等についての認識を深め、日
本人として広い視野を持って異文化を理解し、尊重
する態度を育成する。 

③我が国の文化や伝統等についての認識を深め、日
本人として、また個人としての自己の確立を図る。 

④国際社会において、自分の考えや意思を表現でき
るよう、外国語によるコミュニケーション能力の向上
を図る。 

●●具具体体的的・・継継続続的的なな指指導導のの実実践践  
①教育課程や授業内容等を国際理解教育の視点に

立って見通し、全体計画・年間指導計画の作成・
実施を図る。また、校内分掌組織に位置付けて推
進する。 

②中学生海外派遣研修の実施や留学生の積極的な
受け入れ等を通して、ホームステイや同世代の児
童生徒との交流を推進し、国際理解と友好・親善に
努める。 

③外国人児童生徒や帰国児童生徒の能力や特性を
伸長させるとともに、人権に配慮し、他の児童生徒
との相互啓発を図る。 

④小・中学校のＡＥＴや地域のボランティア等の協力
を得て、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度を育成する。  

⑤教科や特別活動及び総合的な学習の時間等にお
いて、外国人や国際的な視野をもつ日本人との交
流などを実施して異文化理解を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑮ 情報教育  

情報及び情報手段を主体的に選択し活用していく
ための情報活用能力の育成を図る。 

【具体的視点】 

●●情情報報教教育育のの体体系系的的なな実実施施  
①情報活用能力を学校教育で育成すべき基礎・基本

として重視し、情報教育を位置付けた教育計画を
作成する。 

②小学校においては、コンピュータや情報通信ネットワ
ークなどの情報手段に慣れ親しませ、体験を重視し
た学習活動を充実する。 

③中学校においては、小学校の学習を基礎として、コ
ンピュータや情報通信ネットワーク等の情報手段を
積極的に活用できるようにするための学習活動を充
実させる。 
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●●情情報報通通信信ネネッットトワワーークク等等をを活活用用ししたた情情報報教教育育のの推推進進  
①情報教育の指導にあたっては、すべての児童生徒

が情報を主体的に収集・選択・活用・発信し、豊か
な創造性と応用力が育成できるようにする。 

②地域イントラネットの構築に伴い、インターネットによ
る情報収集や、双方向画像配信システムを利用し
た交流授業の推進に努める。 

●●諸諸条条件件のの整整備備及及びび配配慮慮事事項項  
①県・市主催の研修会への積極的な参加と指導者の

養成を図るとともに、コンピュータを利用した学習指
導法や機器の操作等について教員研修を進め、教
員のコンピュータ活用能力の向上を図る。 

②「情報教育指導資料」「情報モラル教育指導資料」、
教育総合センターが提供するデジタルコンテンツ等
の積極的な活用を図り、指導内容を充実する。 

③個人情報の保護、セキュリティの確保、著作権への
配慮等について周知・徹底を図り、情報化の進展に
よる心身の健康に対する影響等、情報化の「影」の
部分への対応についても十分に配慮する。 

   
 

⑯ 環境教育  

環境への理解を深め、環境を大切にする心と環境
を守るために主体的に行動できる実践的な態度や資
質、能力の育成を図る。 

【具体的視点】 

●●教教職職員員のの共共通通理理解解にに基基づづいいたた環環境境教教育育推推進進体体
制制のの確確立立  

①校内の推進体制を確立し、学校の全教育活動を通
して取り組む。 

②環境教育の重要性について、教職員の認識を深め、
学習内容や指導方法について共通理解を図る。 

③文部科学省、埼玉県教育委員会、上尾市教育委
員会発行の指導資料等を活用した研修を計画的
に実施する。 

●●全全体体計計画画・・年年間間指指導導計計画画のの作作成成とと改改善善及及びび指指
導導のの工工夫夫  

①各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間相
互の関連を図った全体計画・年間指導計画を作成
し、見直し、改善・充実に努める。 

②環境教育指導資料「さわやかあげお（上尾）」の活
用を図るとともに、学習内容や指導方法の工夫に
努める。 

●●地地域域のの自自然然環環境境やや社社会会環環境境をを生生かかししたた環環境境教教
育育のの推推進進  

①地域の自然や社会の中での体験や活動を通して、
感受性を高め、問題解決の能力や態度を育てる。 

②地域の環境を把握し、その特色を生かした教材化
を進める。 

③家庭や地域社会、関係機関との連携を一層深める。 

 

⑰ ボランティア・福祉教育  

ボランティア・福祉教育の全体計画を作成するとと
もに、実践的・体験的な活動を重視した教育活動を展
開する。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育ににおおけけるるボボラランンテティィアア・・福福祉祉教教育育のの位位置置
付付けけとと教教育育活活動動をを通通ししたた実実践践  

①各学校においては、ボランティア・福祉教育の意義
を全教職員が共通理解し、学校教育の中に位置付
けるとともに、ボランティア・福祉に関わる教育活動
を推進する。 

②児童生徒の実態や発達段階に即して、各教科や道
徳、特別活動、総合的な学習の時間等との関連を
図りながら、教育活動全体を通して実践する。 

●●ボボラランンテティィアア活活動動・・福福祉祉体体験験のの推推進進  
①豊かな心をはぐくみ、児童生徒が奉仕の精神や福

祉の心を実践的に理解するために、学校や地域の
実態に即したボランティア活動・福祉体験を重視す
る。 

②児童生徒一人一人が進んで社会に奉仕したり、ボ
ランティア活動・福祉体験に参加したりすることがで
きる実践的な態度や資質、能力の育成に努める。 

●●家家庭庭やや地地域域社社会会ととのの連連携携  
①豊かな心や福祉の心を日常生活の中に生かし、実

践的・体験的な活動を行うために、家庭や地域社
会との連携を深める。 

②地域の人々や社会福祉施設等の協力の下に、学
校におけるボランティア・福祉教育を一層推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑱ 男女平等教育  

人間尊重の精神に立って、男女平等を身近な課題
として認識し、一人一人の個性や能力を発揮して、自
らの意思によって行動できるよう、男女平等の意識を
高める教育を推進する。 

【具体的視点】 

●●全全体体計計画画のの作作成成とと年年間間指指導導計計画画へへのの位位置置付付けけ  
①幼児児童生徒の発達段階や地域の実態等を考慮

した男女平等教育の全体計画を作成するとともに、
各教科・道徳・特別活動等の年間指導計画を作成
する際に男女平等教育の視点を具体的に位置付
けて、総合的な取組を推進する。 
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●●指指導導内内容容・・指指導導方方法法のの工工夫夫・・改改善善  
①男女平等の意識を高める教育を推進するにあたっ

ては、教職員と児童生徒及び児童生徒同士の人
間関係を基盤として、発達段階に応じた指導内容・
指導方法の工夫・改善を図る。 

②校内研修を通して、全教職員の共通理解を図り、
組織的に取り組むとともに授業内容や学級の役割
分担、係活動等様々な場面において、人権の尊重、
男女の平等や男女相互の理解と協力についての指
導を計画的、継続的に行うように努める。 

●●家家庭庭・・地地域域にに根根ざざししたた男男女女平平等等教教育育のの推推進進  
①家庭や地域との連携を深め、一人一人の個性を尊

重し、男女が互いに理解し、協力していく態度を育
成するように努める。 

②学校（園）通信や学級懇談会等の機会を活用して、
家庭や地域社会の理解と協力を得るよう努める。 

 
 

⑲ 学校図書館教育  

学校図書館が、児童生徒が自ら学ぶ学習情報セン
ターとしての機能及び豊かな感性や情操をはぐくむ読
書センターとしての機能を発揮できるよう、司書教諭
（図書主任等）を中心とした全教職員の共通理解に基
づく協力体制の確立に努める。 

【具体的視点】 

●●学学校校図図書書館館のの利利用用をを位位置置付付けけたた指指導導計計画画のの作作成成  
①学校図書館を計画的に活用した教育活動が一層

推進されるよう、全体計画及び学校図書館の利用
を位置付けた各教科等の指導計画を作成し、指導
内容や利用場面を具体的に位置付ける。 

●●学学校校図図書書館館をを利利用用ししたた学学習習のの充充実実とと情情報報活活用用
能能力力のの育育成成  

①学校図書館の利用に必要な基礎的な知識や方法
の習得及び自発的な学習態度の育成を目指して、
学級活動等を通して計画的に指導する。 

②各教科等においては、図書・視聴覚資料等を活用
した学習活動を積極的に展開する。 

③学校図書館におけるコンピュータや情報通信ネット
ワークなどの整備を図り、知識や情報の収集・選
択・活用などの情報活用能力の育成に努める。 

●●計計画画的的なな読読書書指指導導のの推推進進  
①発達段階に応じた読み聞かせや朝の一斉読書等

の取組を通して読書に親しむ態度を育成し、読書
習慣を身に付けさせる。 

②読書が児童生徒の生涯にわたる自己啓発の基盤と
なるために、家庭や地域社会との連携を図り、学校
全体で計画的な読書指導を推進する。 

 
 
 
 

⑳ 交流及び共同学習  

人間尊重の精神を涵養し、心豊かで思いやりのある
人間を育てるという交流教育のねらいの実現のため、
積極的な交流の機会を設ける。 

【具体的視点】 

●●ノノーーママラライイゼゼーーシショョンンのの理理念念にに基基づづくく教教育育のの推推進進  
①障害のある幼児児童生徒が障害のない幼児児童

生徒と活動を共にするなど、互いにふれ合うことを
通して、理解し、共に支え合う「心のバリアフリー」を
広め、同じ社会を構成する一員であるという仲間意
識を育てる。 

●●全全体体計計画画にに位位置置付付けけたた交交流流及及びび共共同同学学習習のの継継
続続的的なな推推進進  

①幼児児童生徒の実態に応じて、互いに成果が期待
できるという見通しの下に実施する。 

②障害のある幼児児童生徒にとっては、生活経験や
人間関係を広げ、自立し社会参加を実現する能
力・資質を養うように努める。 

③障害のない幼児児童生徒にとっては、障害に基づく
生活や学習上の困難を改善・克服しようとする障害
のある幼児児童生徒の意欲から、自分の生活や学
習の姿勢を見つめ直し、自分の生き方についてより
深く考えようとする態度の育成に努める。 

④実施にあたっては、交流教育の具体的な目標を設
定し、学校教育の全体計画に位置付け、学年・学
級経営の重点を踏まえ、各教科、道徳、特別活動、
総合的な学習の時間等で、交流教育の視点を明ら
かにした年間指導計画を作成し、継続的、発展的
に推進する。 

●●学学校校のの実実態態にに合合っったた交交流流及及びび共共同同学学習習のの推推進進  
①障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童

生徒及び地域の人々が直接触れ合い活動を共に
する直接交流、学校新聞、作品や手紙等による間
接交流等、学校の規模や地域の実態、幼児児童
生徒の障害の状態や発達段階等に即して、活動の
種類・時期・実施方法等を適切に定めて、安全に
無理なく行われるよう努める。 

②幼児児童生徒の教育的ニーズに応じて、小・中学
校の通常の学級及び特別支援学級や特別支援学
校において共に学び合う機会を積極的に設け、「心
のバリアフリー」を育む教育の推進に努める。 
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○21  幼稚園教育  

教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と
共によりよい教育環境を創造する中で、生きる力の基
礎となる心情・意欲・態度を育成する。 

【具体的視点】 

●●幼幼児児のの生生活活ににふふささわわししいい指指導導計計画画のの作作成成とと改改善善  
①幼児の心身の発達に即した適切な指導を行うため、

指導計画の作成に当たっては、幼児の興味や関心、
発達の実情などに応じたねらいと内容を明確にする。 

②日々の実践記録や幼児の個人記録を基に、一人
一人の幼児の発達する姿をとらえ、常に指導計画
を見直し、改善に努める。 

  

  

  

  

●●一一人人一一人人のの幼幼児児のの発発達達をを促促すす計計画画的的なな環環境境のの構構成成  
①幼児の主体的な活動が展開されるよう、幼児一人

一人の行動の理解と予想に基づいた計画的な環境
を構成する。 

②環境の構成にあたっては、物や人・場などが相互に
関連し合って幼児の周囲に一つの状況を作りだすこ
とに留意し、その工夫・改善に努める。 

●●小小学学校校教教育育ととのの滑滑ららかかなな接接続続、、保保育育所所等等、、家家庭庭
教教育育ととのの連連携携  

①幼児の心と体の発達を促すために、日常的な機会
をとらえて、家庭・地域との連携、交流を深める。 

②幼稚園は、地域における幼児教育のセンター的機
能の充実に努めるとともに、小学校や保育所との相
互参観、研究協議、資料交換等を通して、相互理
解に努める。 
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２ 魅力ある学校づくり 

◎平成２０年度 学校課題研究一覧 
【小学校】                           ※ №太字 今年度発表校     委嘱期間空欄は 21･22 年度委嘱校 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 上尾小 
国語・道徳 
特別活動 

「豊かな表現力を育成し、伝え合う力を養う」 
～生きて働く国語力の研究～ 

文科省 
県教委 
市教委 

１９・２０ H20.11.6

2 中央小 国  語 
「自ら学び、生き生きと活動する児童の育成」 
～国語科を中心に、確かな学力の向上を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.10.28

3 大谷小 国  語 
「人間関係の力を育む国語科授業の創造」 

～「書くこと」「読むこと」を通して伝え合う力の定着を目指す
指導の工夫～ 

市教委 １９・２０ H20.10.31

4 平方小 体  育 「主体的に学び、体力の向上を目指す、授業の創造」       

5 大石小 
体力向上 

（体育、健康教育、食育） 

「学びを生かし、主体的に健康づくりを進める大石の子の育成」 

～体育・食育・健康教育を通して、学んだ知識・技能を自らの生活 
の中で積極的に活かす向上しようとする児童の育成～ 

市教委 ２０・２１   

6 原市小 
算    数 

全教科・領域 
「心豊かに、生き生きと学び続ける児童の育成」 
～生きる力を育む学習指導の推進と地域に開かれた学校づくりの推進～ 

      

7 上平小 国  語 「伝え合う力を高める指導法の研究」       

8 富士見小 
国   語 

総合的な学習の時間 

「幅広い言語力の育成～読書・英語活動をとおして～」 

-読書活動や英語活動の実践と家庭・地域と連携し、児童の
豊かな心の育成と幅広い言語の育成を図る。- 

文科省 
市教委 

１９・２０ H21.2.6 

9 尾山台小 
道    徳 

総合的な学習の時間 
「よりよい人間関係をつくる豊かな心の育成」 
～道徳とスキル教育を通して～ 

文科省 
市教委 

２０・２１   

10 東小 国   語 
「分かる喜びを味わい、生き生きと学習する児童の育成」 
-基礎・基本の確実な定着と豊かな国語力の育成- 

      

11 大石南小 国語･算数 
「確かな学力」の育成をめざして 
～基礎・基本の定着を図る学習指導法の研究～ 

市教委 １９・２０ H21.1.29

12 平方東小 算   数 
「確かな学力をつけ 学ぶ喜びを感じる児童の育成」 

～指導法の工夫・研究を深め『生きる力』の児童個々の確か
な学力向上を図る。～ 

市教委 ２０・２１   

13 原市南小 国語・算数 
「学力向上をめざし授業の充実を図る」 
～基礎・基本を身につけ、自ら学ぶ児童の育成～ 

市教委 ２０・２１   

14 鴨川小 学習指導 
「確かな学力の定着」を図る取組  

～小学校における教科担任制と３０分単位の良さを生かした
授業の実施と効果に関する研究～ 

市教委 １９・２０ H21.1.27

15 芝川小 国   語 
「伝え合う力を培い心豊かに学ぶ児童の育成」 
～指導計画の見直し・教材教具の開発、授業の工夫・改善～ 

市教委 ２０・２１   

16 瓦葺小 国   語 
「確かな国語力の育成」 
～「読む・書く」の力を高める指導法の研究～ 

市教委 １９・２０ H20.11.25

17 今泉小 国   語 
「確かな国語力と豊かな心の育成を目指して」 
～家庭地域と連携し児童の豊かな心の育成を図るための研究～ 

市教委 ２０・２１   

18 西小 特別活動 
「心を開き、望ましい人間関係を築こうとする西小っ子の育成」 
～安心できる集団活動をとおして自己表現のできる児童の育成～ 

      

19 東町小 国  語 
「確かな学力と豊かな心を育てる指導の工夫」 

～国語科の「読むこと」の指導法の研究とソ～シャルスキル 
の定着を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.11.11

20 平方北小 算  数 

「確かな力を身に付け、生き生きと学ぶ児童の育成」 

～個に応じた指導を通して、考える力の育成を目指す指導の
工夫～ 
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〔２ 魅力ある学校づくり〕 31 

研究委嘱 委嘱 
№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 発表日 

等機関  期間 

21 大石北小 国  語 
「生き生きと活動する心豊かな児童の育成を目指して」  
～読解力の向上～ 

    
  

22 上平北小 道  徳 「心豊かに、より善い生き方を考える子の育成」 市教委 ２０・２１   

 
【中学校】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 上尾中 学習指導 「新学習指導要領における学習指導の研究」       

2 太平中 学習指導 
「確かな学力を育む指導法の研究」 
～わかる授業、進んで学ぶ生徒～ 

市教委 １９・２０ H20.11.13

3 大石中 学習指導 

学ぶ喜びをもち、主体的に学習に取組む生徒の育成」 

～基礎基本の徹底・定着を図り、確かな学力を身につけ 
主体的に学習に取組む力を養う教育活動の推進～ 

市教委 ２０・２１   

4 原市中 学習指導 
「基礎学力を身に付け、分かる喜びを味わえる授業の創意
工夫」 

      

5 上平中 学習指導 
「体験的な活動を取り入れた学習指導とその評価」 
～体験活動による学習効果の検証～ 

市教委 ２０・２１   

6 西中 特別支援教育 「特別支援教育の推進に関する研究」 
県教委 
市教委 

２０・２１
２０～２２

  

7 東中 学習指導 

「意欲を持ってしっかり学ぶ生徒の育成」 

～『わかる授業・一人一人が伸びる授業・楽しい授業』を目
指した研究～ 

市教委 ２０・２１   

8 大石南中 学習指導 
「ふれあい（積極的生徒指導）・学びあい（学習指導）を通し
て、学力の向上を図る。」 

      

9 瓦葺中 学習指導 

「基礎学力の定着を目指した指導法の研究」 

～規律ある態度の育成を基盤とし、学習課題の明確化・焦
点化を図った、わかる授業の創造～ 

市教委 １９・２０ H20.11.27

10 南中 
進路指導 

キャリア教育 
「啓発的体験を生かしたキャリア教育の推進」 市教委 １９・２０ H20.11.20

11 大谷中 生徒指導 

「自ら学び考え、判断し、主体的に行動できる生徒の育成」 

～豊かな体験活動と社会性を育成するスキル教育の実践
をとおして～ 

市教委 ２０・２１   

 
【幼稚園】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 
平方 
幼稚園 

幼児教育 
「体を動かすことが好きになり、進んで戸外で遊ぶ子 

 ～環境構成と教師のかかわりを通して～」 
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第２章 安心安全な教育環境の整備 

１ 学校施設の整備 
（１）学校施設状況［表１］ 

       施設事項 

学校名 

普通 
教室 

保有数

特別 
教室 

保有数 
給食室 

    ㎡ 

プール

    ㎡

校舎等保有面積 

格技場

  ㎡ 

校   舎 

木造
   ㎡

鉄筋コンクリート
        ㎡

鉄骨 
       ㎡ 

計 

           ㎡

平 方 幼 稚 園 ４ ０  ２０ ２３５ ２５７ ４９２ 

上 尾 小 学 校 ２９ ６ ２５２ ３７５ ４，５６４ １１８ ４，６８２ 

中 央 小 学 校 ２１ ８ ２４８ ３７５ ２５ ４，０７６ ４４ ４，１４５ 

大 谷 小 学 校 ２６ ６ ３１６ ４００ ２０ ４，６１４ ２７２ ４，９０６ 

平 方 小 学 校 １７ ９ ３４２ ３７５ ２２ ５，５４０ ８２ ５，６４４ 

大 石 小 学 校 ３３ ９ ２９１ ３７５ ４０ ５，９５８ １４９ ６，１４７ 

原 市 小 学 校 ２４ １１ ３０６ ３７５ ２３ ６，９６１ １００ ７，０８４ 

上 平 小 学 校 ２８ ７ ３１４ ３７５ １７ ５，５７３ １５２ ５，７４２ 

富 士 見 小 学 校 ２６ ８ ２７３ ３７５ ２５ ４，６８８ １４０ ４，８５３ 

尾 山 台 小 学 校 １３ ７ １７８ ３７５ １９ ３，９１７ １３ ３，９４９ 

東 小 学 校 ２８ ７ ２９９ ３７５ ４，９０４ １１１ ５，０１５ 

大 石 南 小 学 校 ２０ １０ ２９５ ３７５ ６，０００ ８３ ６，０８３ 

平 方 東 小 学 校 ９ １３ １６７ ３７５ ５，８５８ ８４ ５，９４２ 

原 市 南 小 学 校 ２０ ８ ２６４ ３７５ ４，３４０ ９１ ４，４３１ 

鴨 川 小 学 校 １５ ９ ２５２ ３７５ ４，１７６ ８７ ４，２６３ 

芝 川 小 学 校 ２０ １０ ２６５ ３７５ ６，５７１ １２１ ６，６９２ 

瓦 葺 小 学 校 １２ １１ ２９２ ３７５ ４，７６２ ９６ ４，８５８ 

今 泉 小 学 校 １７ １０ ２９５ ３７５ ５，２４８ ８７ ５，，３３５ 

西 小 学 校 １４ １１ ２３２ ３７５ ７ ５，８２４ ８６ ５，９１７ 

東 町 小 学 校 ２４ ８ ３２５ ３７５ ４，８７８ ４７２ ４，９７３ 

平 方 北 小 学 校 １０ ９ ２８６ ３７５ ６，０５５ ７２ ６，１２７ 

大 石 北 小 学 校 ２７ ７ ３２１ ３９５ ５，５４５ ５４５ ６，０９０ 

上 平 北 小 学 校 ６ ８ ３２５ ３９５ ３，６３５ ９４ ３，７２９ 

小 学 校   計 ４３９ １９２ ６，１３８ ８，３１５ ０ １９８ １１３，６８７ ３，０９９ １１６，６０７ 

上 尾 中 学 校 ２６ １５ １５４ ４００ ７１ ５，３７４ ５０６ ５，９５１ 

太 平 中 学 校 １４ １５ １６７ ４００ ４３２ １９ ６，４０６ １０５ ６，５３０ 

大 石 中 学 校 ２６ １５ １４５ ４００ ４６８ ５，５７６ １，０８４ ６，６６０ 

原 市 中 学 校 １６ １７ １４６ ３２５ ４３２ ５，５３５ ５９７ ６，１３２ 

上 平 中 学 校 １８ １５ １４３ ３５０ ４３６ ６，６４４ ２５０ ６，８９４ 

西 中 学 校 １８ １３ １７３ ４００ ４５９ ４，８４８ ３６０ ５，２０８ 

東 中 学 校 １９ １７ １５８ ３５０ ６１３ ６，５５７ ３６０ ６，９１７ 

東中学校向原分校 ８ ８  ４１５ ２，２２４ ７９ ２，３０３ 

大 石 南 中 学 校 １１ ２３ １４６ ４００ ４５９ ７，７４２ ８９ ７，８３１ 

瓦 葺 中 学 校 ９ １４ ８４ ４００ ４５９ ３，８７７ ４７０ ４，３４７ 

南 中 学 校 １５ １２ ２０２ ４００ ５５２ ５，０１１ ８９ ５，１００ 

大 谷 中 学 校 ８ １４ １６６ ３２５ ４７８ ４，８３６  ４，８３６ 

中 学 校   計 １８８ １７８ １，６８４ ４，５６５ ４，７８８ ９０ ６４，６３０ ３，９８９ ６８，７０９ 

総   合   計 ６３１ ３７０ ７，８２２ １２，９００ ４，７８８ ２８８ １７８，５５２ ７，３４５ １８５，８０８ 
  

（平成２０年５月１日現在） 
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学校施設状況［表２］ 

       施設事項 

学校名 

校舎等保有面積 用地保有面積 

設置

年度

屋体・講堂 用 地 

鉄筋 
コンクリート 

      ㎡ 
鉄骨 

     ㎡

計 
      ㎡

建物敷地
       ㎡

屋外運動場 
       ㎡ 

その他 
    ㎡ 

計 
        ㎡

平 方 幼 稚 園  ８６０   ８６０ 昭４０

上 尾 小 学 校 ７８８ ７８８ １１，８６１ ７１６０  １９，０２１ 明６

中 央 小 学 校 ５２４ ５２４ ６，１４９ １１，４５５  １７，６０４ 昭３１

大 谷 小 学 校 ７０１ ７０１ １１，０３３ ７，１６０  １８，１９３ 明２２

平 方 小 学 校 ５６３ ５６３ ４，７４０ １８，２０８  ２２，９４８ 明５

大 石 小 学 校 ６８７ １７ ７０４ １３，１３９ １２，０６４  ２５，２０３ 明１９

原 市 小 学 校 ７７８ ７７８ ３，７７９ １１，３２９  １５，１０８ 明６

上 平 小 学 校 ６８７ ６８７ ６，８８６ ９，７９５  １６，６８１ 明６

富 士 見 小 学 校 ７７０ ７７０ １０，９０４ １５，５１９  ２６，４２３ 昭３８

尾 山 台 小 学 校 ６７２ ６７２ ５，４１０ １５，６１５  ２１，０２５ 昭４２

東 小 学 校 ６８７ ６８７ ７，６６９ １５，３３８  ２３，００７ 昭４４

大 石 南 小 学 校 ７１８ ７１８ １３，２３２ １２，８９０  ２６，１２２ 昭４７

平 方 東 小 学 校 ７４１ ７４１ １０，２３３ ７，３６９  １７，６０２ 昭４９

原 市 南 小 学 校 ７９２ ７９２ １２，３９１ １２，９２５  ２５，３１６ 昭４９

鴨 川 小 学 校 ６７４ ６７４ １０，４３０ ８，４３６  １８，８６６ 昭４９

芝 川 小 学 校 ７２９ ７２９ １１，５３４ ７，２３８  １８，７７２ 昭５０

瓦 葺 小 学 校 ８５９ ８５９ １２，７３１ １０，０４０  ２２，７７１ 昭５０

今 泉 小 学 校 ６８７ ６８７ ９，９０５ １１，５３１  ２１，４３６ 昭５１

西 小 学 校 ７１２ ７１２ ９，１９９ ９，１９０  １８，３８９ 昭５１

東 町 小 学 校 ６７７ ６７７ １０，４６５ １０，６９９  ２１，１６４ 昭５２

平 方 北 小 学 校  ６６５ ６６５ １１，７４５ ９，２９０  ２１，０３５ 昭５２

大 石 北 小 学 校  ６８０ ６８０ １１，３５８ １０，５４２  ２１，９００ 昭５４

上 平 北 小 学 校  ５３７ ５３７ ８，４４１ １４，１９２  ２２，６３３ 昭５４

小 学 校   計 １３，４４６ １，８９９ １５，３４５ ２１３，２３４ ２４７，９８５ ０ ４６，１２１９  

上 尾 中 学 校  １，１５０ １１５０ １２，９６５ １４，６３３  ２７，５９８ 昭２２

太 平 中 学 校 ７６２ ７６２ １２，５７４ １４，２３４  ２６，８０８ 昭２２

大 石 中 学 校 ７７０ ７７０ １２，０８１ １２，９９３  ２５，０７４ 昭２２

原 市 中 学 校 ７７０ ７７０ １１，４７０ １５，０７７  ２６，５４７ 昭２２

上 平 中 学 校 ７６５ ７６５ ９，６５１ ２２，１００  ３１，７５１ 昭２２

西 中 学 校 ７７０ ７７０ ７，５７８ １５，１５５  ２２，７３３ 昭４６

東 中 学 校 ８１２ ８１２ １１，２５７ １９，７６０  ３１，０１７ 昭５１

東中学校向原分校 ８００ ８００ ７，９９８ ８，１５０  １６，１４８ 平１４

大 石 南 中 学 校 ７８８ ７８８ １４，７７８ １３，１２４ ９００ ２８，８０２ 昭５２

瓦 葺 中 学 校 ７８９ ７８９ １２，６１４ １０，８４７  ２３，４６１ 昭５２

南 中 学 校  ８４０ ８４０ １０，７２１ １６，９５６  ２７，６７７ 昭５４

大 谷 中 学 校 １０６０ １，０６０ ９，８８０ １３，１２０  ２３，０００ 昭６０

中 学 校   計 ８，０８６ １，９９０ １０，０７６ １３３，５６７ １７６，１４９ ９００ ３１０，６１６  

総   合   計 ２１，５３２ ３，８８９ ２５，４２１ ３４６，８０１ ４２４，１３４ ９００ ７７１，８３５  
 

（平成２０年５月１日現在） 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（２）平成１０年度から平成２０年度までの主な学校整備 

年度 増改築・改修等の状況 

10 

尾山台小・大石南小・瓦葺中・大石南中（管理諸室エアコン） 平方東小（校舎改修、耐震

補強）平方小（給食室増改築） 上尾小・原市小（給食室改修） 大石北小（仮設校舎設

置）尾山台小・大谷小（屋体改修） 大石中（校舎増築） 上尾中・大石中・西中・南中

（さわやか相談室）小学校全校（パソコン教室） 小学校全校（FF 暖房機） 

11 

東小･原市南小・南中・大谷中（管理諸室エアコン） 平方東・大石中（校舎改修、耐震補

強） 大石小（給食室改築） 鴨川小（給食室改修） 平方小・上平小（屋体改修） 太平

中（トイレ前面改修） 小学校（トイレ洋式化） 小学校特別教室（FF 暖房機） 

12 

富士見小・鴨川小・芝川小・瓦葺小（管理諸室エアコン） 西中（校舎改善、耐震補強）

大谷小（給食室改築） 東小・西小（屋体床改修） 中学校（トイレ洋式化） 小学校特別

教室（FF 暖房機） 

13 

大石小・東町小（屋体床改修） 東小（プール改修） 西小・東町小平方北小（管理諸室他

エアコン） 中央小・大谷小平方小・大石小・大石北小・上平北小（パソコン教室エアコ

ン） 芝川小・瓦葺小（用務員室エアコン） 鴨川小・西小（シャッター改修） 西小（エ

アコン用パーテーション設置） 瓦葺小（給食室改修工事） 中央小他 17 校（LAN 設置工

事） 上平小（校舎改修・耐震補強） 原市中（屋体床改修） 大石南中（屋上防水） 大

石中他 8 校（LAN 設置工事） 大石中（校舎改修・耐震補強） 

14 

原市南小（校舎改修、耐震補強） 原市小・平方北小（屋体床改修) 平方小（屋体屋根・外

壁改修） 大石南中（屋体外壁改修） 芝川小（屋上防水）平方幼稚園（屋根改修） 上平

小･原市中（プールサイド改修） 大石北小・上平北小（管理諸室エアコン） 鴨川小・大石

南小・東小・東中・上平中（用務員室エアコン） 

15 

原市南小・尾山台小を除く市内小中学校図書室エアコン工事） 平方小（プール改修） 尾

山台小（校舎改修・耐震補強） 上平小（給食室改修） 芝川小（屋外運動場整備） 大石

南小･西小・芝川小・平方北小（給食室給湯器設置工事） 東小・上尾小（教室床改修工事）

大谷小（音楽室・図工室改修工事） 上尾中（音楽室他改修） 

16 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 西中（体育館改修） 東町小（屋上防水改修） 大石小

（公共下水道接続及び駐車場整備工事） 平方小（公共下水道接続工事） 上平北小・今泉

小（給食室給湯器設置工事） 上尾小・大石小（教室床改修工事） 東小（音楽室改修工

事） 太平中（教室床改修工事） 

17 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 太平中（体育館改修・プールろ過機改修工事） 南中（給

食室配水管改修工事） 中央小・瓦葺小・西中（給水管改修工事） 瓦葺小（プール槽改修

工事） 平方東小（プールサイド改修工事） 富士見小（教室床改修工事） 尾山台小（校

庭改修工事） 

18 

芝川小（体育館改修・耐震補強） 鴨川小（校舎体育館改修・耐震補強） 東小・上平中

（給水管改修） 平方北小（屋上防水改修） 上尾小・太平中（消火管改修） 大石中（体

育館外壁改修） 平方小（受水槽更新） 全小学校（普通教室扇風機設置） 東町小（体育

館屋根改修） 西中（プール槽改修） 

19 

上尾小（耐震補強・トイレ改修） 尾山台小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 太平中（耐

震補強・トイレ改修） 原市中（耐震補強・トイレ改修） 大石北小（外壁改修） 上尾中

（体育館屋根改修） 平方小（南校舎給水管改修） 東中（屋上防水改修） 

全中学校（普通教室扇風機設置） 

20 

平方小（耐震補強・トイレ改修・北校舎給水管改修） 大石小（耐震補強・トイレ改修）

原市小（耐震補強・トイレ改修） 今泉小（耐震補強・トイレ改修） 大石南小（プール改

修） 上平中（耐震補強・トイレ改修） 

34 〔１ 学校施設の整備〕 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

２ 教職員の資質の向上 
（１）研修会 〔教職員研修計画一覧〕 

◎指導法に関する研修 

実施時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

5 月 司書教諭等研修会 
読書活動の推進と学校図書館運営の 
充実を図る 

小・中司書教諭 
学校図書館支援員 

8 月 人権教育担当者研修会① 人権教育の充実を図る 小・中人権教育主任担当教員

8 月 教頭人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について  

小・中教頭 

8 月 校長人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について 

小・中校長 

8 月 人権教育施設体験研修会 フィールドワーク研修 
小・中人権教育主任、 
担当教員他  

8 月 ★理科施設体験研修会 
指導方法の工夫・改善を図るための 
現地研修  

小教員、 
中理科担当教員  

8 月 
特別支援学級等担当者
研修会 

特別支援学級の特性を生かした指導の
充実を図る 

小・中特別支援学級等担当教員

6 月 
12 月 

生徒指導主任研修会  積極的な生徒指導の推進に関わる研修 小・中生徒指導主任 

8 月 特別支援教育研修会① 
通常学級において特別な教育的支援を
必要とする児童生徒への支援の在り方

特別支援教育コーディネーター 

8 月 ★社会科施設体験研修会 
施設見学や体験をとおして指導力の向
上を図る  

小教員、 
中社会担当教員  

8 月 英語科主任研修会 英語科経営と課題、授業の充実について 中英語科主任 

8 月 英語活動研修会 
拠点校による実践報告、理論研修及び
演習 

小国際理解教育担当等 

8 月 ★道徳主任研修会 道徳教育の資料分析と協議 小・中道徳主任等 

8 月 環境教育研修会 
環境教育の進め方等について研修し、
資質の向上を図る 

小・中環境教育主任等 

10 月 
言語障害児学習指導法
研修会 

言語障害児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当 

11 月 難聴児学習指導法研修会 難聴児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当 

１･２学期 ＩＣＴ活用研修会 
コンピュータ利用方法とコンテンツの作
成、ネットワークの活用、セキュリティ他

小・中教員 

1 月 特別支援教育研修会② 特別支援教育の充実を図る 特別支援教育コーディネーター 

2 月 人権教育担当者研修会② 
各学校における人権教育の実践事例 
発表及び協議 

小・中人権教育主任、 
担当教員  

2 月 男女平等教育研修会 男女平等教育の推進について 小・中男女平等教育主任等 

2 月 体育学習指導法研修会 
体育学習指導における課題について 
研修し、資質の向上を図る 

小・中体育主任等 

（★印は市教育研究会との共催） 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

 

◎教育相談等に関する研修（教育センター所管の研修） 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

6 月 就学相談員研修会 
就学相談員としての心構え、 
資質を向上させるための研修 

上尾市就学相談員  

8 月 
学校カウンセリング 
中級研修会（総セ・市町共催） 

校内の生徒指導・教育相談の推進者 
としての必要な理論や技法を習得す
るための演習 

小中教員（初級修了者） 

8 月 
上尾市学校カウンセリング
初級研修会 

学校カウンセリングの基本的な理論
や技法等を習得するための講義・演
習 

小中教員 
さわやか相談室相談員

8 月 初任者研修（施設・体験研修） 
市内の文化財・史跡・公共施設等の 
見学及び福祉体験 

小中初任者教員 

8 月 ５年目経験者研修 
学級経営・教科指導についての実践
的指導力の向上を目指すための講義 

小中教員 
（教職経験４年前後）

8 月 上尾市３年経験者研修 
学級経営・教科指導についての実践
的指導力の向上を目指すための講義 

小中教員 
（教職３年次の教員）

8 月 臨時的任用教員研修 
教員としての資質向上を図るため、
「教員としての心得」や教育課題に
ついて講義 

小中臨時的任用教員 

8 月 ＷＩＳＣ－Ⅲ 研修会 
ＷＩＳＣ－Ⅲ知能検査の実施・解釈
のための講義・演習 

受講申込者 

学期
１回 

教育相談主任会議 
不登校問題を解消させるための学校
の対応力を向上させる講義等 

小中教員 

月 1 回 特別支援教育支援連絡会議 
特別支援教育支援員の資質向上を図るた
めの講義 

特別支援教育支援員  

年間
５回 

さわやか相談室相談員 
連絡会議 

相談員の資質向上を図るための講義 さわやか相談室相談員
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◎保健・安全衛生に関する研修 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

４月初旬  
・学校給食調理員の日常業務と役割 
・学校給食施設・設備の衛生管理 

小学校給食業務従事職員

５月 プール水質管理講習会 
プール水質管理について、技術向上
を図る 

小・中プール水質管理担当者 

５・６月 心肺蘇生法講習会 救急救命法の技術向上を図る 小・中教員 

７月 普通救命講習会 救急救命法の技術向上を図る 小・中教員 

７・８・３月 保健主事研究協議会 健康教育の課題を研究協議する 小・中保健主事  

8 月 
養護教諭視察研修会 施設等の視察を通し、健康教育の充

実を図る 
小・中保健主事 
養護教諭 

8 月 
 学校給食調理員の衛生管理及び 

施設・設備の衛生管理 
衛生管理者 
給食調業務従事職員 

１月 労働安全衛生研修会 
学校における労働安全衛生管理体制
の向上を図る 

小・中管理職・衛生管
理者・衛生推進者 

3 月中旬 伝達講習会 養護教諭の専門性を高める 小・中養護教諭 

各月 1 回 養護教諭研修会 
健康教育の課題を研究し、資質向上
を図る 

小・中養護教諭 
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◎ 各教科等授業研究会 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

2 学期 ★特別活動授業研究会 
児童生徒の自主的実践的な活動を支

援する授業改善を図る 
小・中特別活動主任等  

〃 ★体育授業研究会 
保健体育授業研究会をとおして指導

方法の工夫改善を図る  
小・中体育科主任等  

〃 人権教育授業研究会 
授業研究及び研究協議をとおして人

権教育の充実を図る 

小・中人権教育主任 

担当教員  

〃 ★社会科授業研究会 
授業研究会をとおして授業改善を図

るとともに小・中の交流を図る 
小・中社会科担当教員  

〃 ★音楽科授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
小・中音楽科担当教員  

〃 ★算数・数学授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
小・中算数・数学科主任等 

〃 家庭科授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
家庭科主任、担当教員 

〃 ★道徳授業研究会 
授業研究会をとおして道徳教育の充

実を図る 
小・中道徳主任、担当教員 

３学期 ★特別支援教育授業研究会 
授業研究会をとおして指導力の向上

を図る 
小・中特別支援学級担任等 

〃 ★生活科授業研究会 
授業研究会をとおして指導力の向上

を図る 
生活科主任、担当教員  

 

●教科等指導員 

上尾市教育委員会が、市内各小・中学校に対し、教育指導行政上の諸問題の解決及び各教科等における

指導方法の工夫、改善等を目指して行う計画訪問の一層の充実を期するために、市内教員の中から今年度

は２３人を任命している。 
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３ 教育相談の充実 
 本市の教育相談は、昭和６３年に開所した上尾市教育センターを中心に、着実に実践を積み上

げている。市民の教育相談に対するニーズは高く、相談業務には臨床心理士・相談員等の６名が

対応している。 

また、学校適応指導教室を平成５年度から開設し、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応

を図っている。指導員３名が個別の学校復帰プログラムを作成し、児童生徒の登校支援を行って

いる。さらに、教育相談主任会議、さわやか相談室相談員会議等を定期的に開催し、各学校と連

携して教育相談の充実を図っている。 

（１）教育センターの組織 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育センターの施設 

 

（３）教育相談の内容 

○不登校についての相談（学校を休みがち、学校に行けない・行かない等） 

○学習・発達についての相談 （学習が遅れている、ある教科がふるわない、発達の遅れ・発達の程度が知りたい） 

○性格・行動・情緒についての相談（いじめられる、乱暴をする、落ちつきがない、ほとんどしゃべらない、友だちとよ
く遊べない、目ばたきが激しい・爪をかむ等気になるくせがある等） 

○言葉についての相談（ある音を正確に発音できない、幼児語・言葉のつかえ・聞こえ等言葉に関すること） 

○進路についての相談（就学・進学等についての問題） 

○養育・しつけ・その他についての相談 

○ほっとルーム 
開設日時 ： 月～金曜日 10:00～17:00 
活動内容 ： ゆるやかな小集団活動の場として、相談員が関わりながら自主学習と軽いスポーツ等を行う。 

（４）学校適応指導教室（かもめ・けやき・学習教室） 

上尾市教育センターには、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図り、学校への復帰を支援

するための様々な指導・援助を行う学校適応指導教室「かもめ教室」（小学生対象）、「けやき教室」（中学

生対象）、「学習教室」を設置している。 

毎日決まった時間、学校適応指導教室で生活することにより、生活のリズムを安定させ、集団に適応し

ていける生活態度を育てている。一人一人の学校復帰の思いと揺れ動く心を大切にしながら、きめ細かい

指導を積み重ねている。 

◎かもめ・けやき教室 
開設日時 ： 月・火・木・金曜日 10:00～14:00 

活動内容 
・自主学習を中心とした学習活動 
・体験活動（野外体験活動、宿泊体験活動、福祉体験活動、

調理実習、創作活動、スポーツ体験活動等） 

・児童生徒への個別カウンセリング 
・家庭への支援・援助（個別相談、三者面談、保護者会、

行事への参加等） 
・学校との連携（原籍校との担任面談、学校復帰のための受

け入れ体制づくり等） 

◎学習教室
開設日時 ： 月曜日から金曜日 10:00～12:00 

活動内容 

・学習意欲を持つ不登校児童生徒が、必要に応じ
て学生ボランティアによる学習支援を受けなが
ら、自らの計画による個別学習を行う。 

 

  

相談室 

プレイルーム 

和室 

事務室 

学校適応指導教室 

研修室 

資料室 

調理室 

４ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

面接相談・訪問相談 
電話相談・電子メール相談

教育相談室 就学相談 
集団カウンセリング 臨床心理士 １名 

相談員 ４名 

学校適応指導教室 
指導員 ３名 
学習支援ボランティア 

所 長 

主 幹 

副主幹 

主 査 生活指導

個別学習
かもめ教室 

けやき教室 

体験学習学習教室 

グループ相談 
ほっとルーム 
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（５）教育相談等の流れ 

●教育相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就学相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校適応指導教室入級の流れ 

                        〔教育相談の風景〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話〔文書〕 相談申込 終 結 

他機関の紹介 

面 接 相 談 

電子メール相談 

心 理 検 査 等 

訪 問 相 談 

グ ル ー プ 相 談 

ケース会議 

受理面接 

助 言 

学齢児童生徒保護者 

就学時の健康診断等 

教
育
セ
ン
タ
ー

面
接
・検
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・
観
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就
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委
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４ 学校保健活動の充実 
（（１１））児児童童生生徒徒のの健健康康のの保保持持増増進進  

学校保健法に基づき、各種健康診断等を実施することにより、児童生徒の健康状態を把握し、保護

者と連携を深めながら早期治療の指示を迅速に行い、児童生徒が心身ともに健康的な学校生活が送れ

るよう努めています。 

◎児童、生徒、教職員等の定期健康診断の実施 

・教職員等の結核、胃、尿、心電図の集団検診と血液検査 

・児童、生徒の定期健康診断 

・児童、生徒の心臓検診 

・児童、生徒のぎょう虫卵、尿の検査 

・児童、生徒の予防接種 

・生徒の貧血検査 

・就学時健康診断 

 

（（２２））学学校校職職員員のの健健康康保保持持増増進進  

各種健康診断等を実施することにより、学校職員の健康状態を把握し、学校職員が心身ともに健康

な状態を保持増進するよう努めています。 

◎各種健康診断等 

・定期健康診断（正規採用職員４０歳以上の者は特定健康診査含む） 

・B 型肝炎抗体検査及び予防接種 

・面接指導 

 

（（３３））学学校校環環境境衛衛生生のの管管理理  

学校環境衛生基準に基づき、学校内の各種環境検査を実施することにより、児童生徒が安全な学校

生活を送れるよう努めています。 

◎各種環境検査 

・飲料水検査 

・簡易水道検査 

・プール水質検査 

・給食室衛生検査 

・ダニアレルゲン検査 

・照度検査 

・空気検査 

・黒板検査 
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５ 学校安全活動の充実 
（（１１））安安全全教教育育のの充充実実  

児童生徒が自他の生命を尊重し、生涯にわたっ

て安全な生活を営むとともに、他者の安全にも進ん

で協力することができる態度や能力を身につけるこ

とを目指します。そのため、予測される危険に対して

的確に判断し、適切に行動できる実践的な資質や

能力を養う各種啓発活動を行っています。 

 

 

（（２２））交交通通安安全全指指導導のの徹徹底底  

交通事故を未然に防ぐために、発達段階に即し

て、交通安全指導を関係機関と連携し進めていま

す。また、通学路の点検、安全マップの作成等、登

下校の安全確保に努めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（３３））学学校校防防犯犯体体制制のの整整備備  

学校の安心・安全を確保するため、保護者や地

域住民と協力して学校防犯体制を整備しています。

登下校の防犯パトロール活動、子ども１１０番の家と

の連携、防犯ボランティア養成講座の開催、防犯ブ

ザーの配付など、子どもを対象とした犯罪を未然に

防ぐことに努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（４４））学学校校安安全全パパトトロローールルカカーー事事業業のの推推進進  

平成１９年度から、市内１１校の全中学校に学校

安全パトロールカーを配備し、登下校を中心に、校

区内の小・中学校、保護者、地域が一体となって、

児童生徒の安全を確保するパトロールを実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（５５））防防災災教教育育のの推推進進  

災害時に適切な行動が取れるように、避難訓練

を中心とした防災指導を徹底しています。また、災

害時に学校が組織的に機能できる体制を整備する

よう、各学校に働きかけています。 

 

 

（（６６））安安全全管管理理体体制制のの強強化化  

市内公立幼稚園・小・中学校全３５校に自動体

外式除細動器（ＡＥＤ）を設置し、安全管理体制の

強化を図りました。全教職員を対象にＡＥＤの使用

法も含めた救急救命講習会を実施し、教職員の資

質向上に努めていまいます。また、学校安全計画を

作成し、施設等の安全点検を毎月実施するなど、

安全な学校環境づくりに組織的に取り組んでいます。 

 

 

（（７７））日日本本ススポポーーツツ振振興興セセンンタターー災災害害共共済済給給付付制制度度

及及びび児児童童生生徒徒賠賠償償責責任任保保険険  

市では独立行政法人日本スポーツ振興センターの

災害共済給付制度に加入しており、市立の幼稚

園・小学校・中学校に在籍する幼児・児童・生徒が

学校管理下において負傷等を負った場合、災害共

済給付として医療費等を支給しています。 

また、日本スポーツ振興センターの災害共済給

付制度を補完するものとして、児童生徒賠償責任

保険に加入しています。これは小中学校の児童生

徒が学校管理下において、他の児童生徒あるいは

第三者の身体を害したり又はその財物を破損したり

した場合に、保護者が法律上の賠償責任を負うこと

によって被る損害があった時に保険金が支払われ

ます。 
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６ 学校における食育の充実 
（１）学校給食の運営組織 

小学校と中学校の学校給食の適正かつ効果的な運営と資質の向上を図ることを目的として「上尾市学校給食

会」を組織する。 

 ○ 献立の作成 
献立委員会

物資委員会

○ 新献立・新製品の研究 

○ 物資納入業者の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校給食の実施状況 （平成２０年５月１日現在） 

学校名 給食形態 開設年月 給食数 
給食関係従事者 

栄養職員 調理員 

上 尾 小 学 校 完全給食 昭和 31.9 ７８１ 食    １人 ２ 〔２〕(２) 人

中 央 小 学 校 完全給食 昭和 37.2 ６７４ 食    １人 ３ 〔２〕(１) 人

大 谷 小 学 校 完全給食 昭和 37.2 １，０１０ 食    １人 ３ 〔３〕(１) 人

平 方 小 学 校 完全給食 昭和 38.5 ５１６ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

大 石 小 学 校 完全給食 昭和 35.1 １，１２０ 食    １人 ４ 〔４〕(１) 人

原 市 小 学 校 完全給食 昭和 37.12 ７３２ 食    １人 ２ 〔２〕(１) 人

上 平 小 学 校 完全給食 昭和 38.1 ８５２ 食    １人 ２ 〔３〕(１) 人

富士見小学校 完全給食 昭和 39.6 ８７４ 食    １人 ３ 〔４〕   人

尾山台小学校 完全給食 昭和 42.4 ３８８ 食   ２    (２) 人

東 小 学 校 完全給食 昭和 44.4 ９２１ 食    １人 ２ 〔４〕(１) 人

大石南小学校 完全給食 昭和 47.4 ５３５ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

平方東小学校 完全給食 昭和 49.4 １９４ 食   ２ 〔１〕(１) 人

原市南小学校 完全給食 昭和 49.4 ６７０ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

鴨 川 小 学 校 完全給食 昭和 49.4 ４８３ 食   ２    (３) 人

芝 川 小 学 校 完全給食 昭和 50.6 ６６０ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

瓦 葺 小 学 校 完全給食 昭和 50.4 ３６４ 食   ２ 〔１〕(１) 人

今 泉 小 学 校 完全給食 昭和 51.4 ４３６ 食   ２    (２) 人

西 小 学 校 完全給食 昭和 51.4 ４３４ 食   ２    (２) 人

東 町 小 学 校 完全給食 昭和 52.4 ７９６ 食    １人 ２ 〔３〕(１) 人

平方北小学校 完全給食 昭和 52.4 ３０３ 食   ２    (１) 人

大石北小学校 完全給食 昭和 54.4 ９１９ 食    １人 ２ 〔４〕(１) 人

上平北小学校 完全給食 昭和 54.4 １８８ 食  ２ 〔１〕(１) 人

合                計 １３，８５０ 食    １４人 ４９〔３８〕(３１) 人

○実施回数 186 回   ○月額給食費 3,900 円   ○1 食単価 230 円  

※「調理員」は再任用職員を含む。「調理員」の〔 〕は嘱託給食調理員数、（ ）は臨時給食調理員数 

○ 物資の購入 

○ 給食指導に関する研究 

○ 学校給食に関する研究 
指導委員会

上尾市立小学校給食 

運営委員会 

上尾市立中学校給食 

上上  

尾尾  

市市  

学学  

校校  

給

共同調理場運営委員会 

○ 献立の作成 給  

食
献立部会 

○ 新献立・新製品の研究 

○ 物資納入業者の選定 

食  

会
物資部会 

指導部会 

○ 物資の購入 

○ 給食指導に関する研究 

○ 学校給食に関する研究 

会  
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（３）小学校給食の内容 

献立は全校同一で、東西２班に分け２部制で実施

している。献立の作成は学校栄養職員があたり、献立

委員会で審議検討する。 

〔主食〕 

○米飯…月に９回実施している。そのうち自校炊飯が

月２回～３回、残りは委託炊飯である。自校

炊飯では、混ぜごはん・ピラフ・炊き込みごは

ん等を実施している。委託炊飯では白飯が

主となるが、カレーライス・手巻ずし等に人気

がある。 

○パン…子供パン・バターロールパン・メロンパン・クロ

ワッサン・デニッシュ等の変わりパンを用いて

いる。特に揚げパンは人気がある。 

○めん…月に２回実施している。主食として使用する

ときと、パンを減量し、めんを副食として使用

する組み合わせを行っている。主な献立に

は、スパゲッティナポリタン・煮込みうどん・焼

きそば等がある。 

〔牛乳〕 

毎日の飲用のほかに、料理にも牛乳・乳製品の使

用を心掛けている。 

 

 

〔おかず〕 

材料の購入は、一部共同購入とし、物資委員会に

おいて品質、安全性、価格等を考慮し選定する。 

献立は加工品の使用を控え、手作りを多く取り入れ、

きめの細かい心のこもった調理を行っている。コロッケ・

メンチカツ・手作りグラタン・手作りカレー・かきあげ等は、

手作り献立の代表的なもので、児童にも大変好評である。 

 

◎児童１人１回当たりの食事摂取基準（平成２０年度） 

区 分
ｴﾈﾙｷﾞｰ
(kcal) 

たんぱく
質(g) 

ｶﾙｼｳﾑ
(㎎) 

鉄 
(㎎) 

栄養量 650 24 330 3.0 

区 分
ﾋﾞﾀﾐﾝ A
(μgRE)

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C
(㎎) 

栄養量 130 0.3 0.4 20 

区 分
ﾅﾄﾘｳﾑ
(g) 

食物繊維
(g) 

脂肪(％) 

栄養量 3 以下 6.5 
学校給食による 

摂取ｴﾈﾙｷﾞｰ全体の

25%～30%以下 

 

 

（４）ランチルームの整備 

児童数の減少に伴い増加した余裕教室の有効利用の一環として、昭和６３年度から平成７年度まで文部科学

省の補助対象となる 2 教室を一体としたランチルームを 8 校整備し、補助事業廃止後の平成８年度以降は２校

整備した。その他、余裕教室等を校内で工夫してランチルームとして使用している小学校は７校ある。 

 

 

 

〔原市小学校ランチルーム〕 〔今泉小学校ランチルーム〕 
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（４）中学校給食の実施状況 

健康教育の一環としての学校給食は、かつては食

糧不足の時代に栄養補給を目的として実施されたが、

現在は飽食の時代といわれるくらい物質的には豊かな

社会となった反面、欠食や偏食による栄養のアンバラ

ンス、肥満傾向生徒の増加、家庭における食生活の

変化、食糧生産の体験不足による食に対する理解度

の低下などのため、健康や食習慣上の課題が指摘さ

れている。そうした中で、「生涯にわたる健康づくりの基

礎を培う学校給食」としての新たな役割が求められて

いる。 

そこで、生徒の栄養改善や健康の増進を図るととも

に望ましい食習慣を育成するため、以下の点に留意し

ながら栄養バランスのとれた豊かな食事の提供に努

めている。 

①①  栄栄養養ののババラランンススへへのの配配慮慮  

学校給食における平均所要栄養量の基準及び
食品構成表に基づき、栄養バランスのとれた、おい
しく魅力的な食事内容となる献立を作成する。 

②② 豊かで多様な献立の推進  豊かで多様な献立の推進 

地域における食生活の特性や教育的意義も高い
地場産物を積極的に導入するとともに、伝統的な
食文化の継承と醸成につながる四季折々の行事食、
郷土料理などを採り入れるほか、生徒の献立に対
する理解を促進するためリクエスト献立にも対応す
るなど、豊かで多様な献立を作成する。 

③③ 生きた教材としての献立の工夫  生きた教材としての献立の工夫 

学校給食が教育の一環としての役割を果たし、
生徒が望ましい食習慣や人間関係を身に付けられ
るようにするため、給食を生きた教材として活用する
必要がある。そのため、献立の内容を学校における
給食指導計画や指導内容と関連させ、教科指導を
はじめ特別活動、学校行事などと一体となった取り
組みができるよう配慮する。 

④④ 選択できる献立の導入推進  選択できる献立の導入推進 

生涯にわたる健康を培うためには、栄養バランス
を考え、適切な食品を選んで食べることができる能
力を養うことが大切である。そのため、バイキング給
食など選択できる給食の導入を推進するとともに、
栄養指導と関連付けられるよう配慮する。 

⑤⑤ 米飯給食の推進  米飯給食の推進 

学校給食への米飯の導入は、食事内容の多様
化を図り、栄養に配慮した米飯の正しい食習慣を身
に付ける見地から教育上有意義と考えられている。
そのため、米飯を中心とした日本型食生活や食文
化を伝承するよい機会ととらえ、米飯給食を積極的
に採り入れる。 

⑥

(ｱ) 実施状況 

中学校給食は、共同調理場（セントラルキッチン）

プラス自校調理場（サテライトキッチン）方式（上尾

方式）により、平成５年１月１８日から開始された。こ

の方式は、センター方式と自校方式の機能を効果

的に組み合わせた全国的にも珍しいもので、共同

調理場施設のほかに各中学校にも小規模自校調

理場施設が設置されている。 

a  対象校と給食数 

中学校１１校、約６，５００食（教職員等を含む） 

b 実施回数と給食費 

年間実施予定回数１８７回（共同調理場稼動予

定回数）、月額 4,500 円(１食平均単価２７０円） 

 

(ｲ) 実施内容 

献立内容により異なるが、共同調理場では炊飯、

揚げ物、焼き物、煮物等の調理を行っている。 

 また、各中学校自校調理場では汁物類、サラダ類、

果物類等を調理し、配送される調理品と合わせて、各

クラス用配膳車（配膳台兼用）に仕分けをし、各校舎

各階に設置されている配膳室まで運搬を行っている。 

a 食器と盆 
強化磁器食器４点（大皿１、小皿１、飯碗１、 

汁碗１）を使用し、献立によって３点まで使い分け
をし、盆は強化プラスチック（ＦＲＰ）製を使用してい
る。 

 b 配送と回収 
配送車６台によるコンテナ方式で、共同調理場

から１１校に配送し、給食終了後に回収を行う。学
校規模により食器、盆は調理品とは別に配送及び
回収を行っている。 

 ｃ  洗浄と保管 
食器類、食缶類、コンテナ等は、共同調理場で

回収後一括洗浄と保管を行い、各中学校調理場
で使用する食缶、フライケース等はそれぞれの調
理場で洗浄と保管を行っている。 

⑥ 牛乳の積極的飲用の推進 牛乳の積極的飲用の推進  

「パンまたは米飯、ミルク、おかず」の 3 点がそろ
った給食が完全給食であり、牛乳の飲用は完全給
食の大切な要件である。したがって、良質なたんぱ
く質と不足しがちなカルシウムやビタミン B2 などを
含む牛乳は、成長期にある中学生にとって重要な
食品であることから、積極的な飲用の推進に努める。 
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 (ｳ) 食事内容 

献立は小学校同様、全校同一で東西 2 班に分け
る二部制で実施している。献立原案は、共同調理場
の栄養士が作成し、委託業者との打合わせを経て献
立部会にてさらに審議決定し、予定献立として実施し
ている。また、学校給食は健康の増進、体位の向上、
正しい食習慣を身に付け、好ましい人間関係づくり等
を図ることにあるため「家庭の食事」の規範の一助にな
るよう研さんして取り組んでいる。 

〔主食〕 
○米飯…共同調理場の炊飯システムを毎日稼動さ

せ、東西 2 班に交互に提供し、月 1～2 回
の炊き込みごはんやピラフなどの「変わりご
飯」を実施している。 

○パン…小学校同様、食パン・コッペパン以外にも各
種の加工パンを多く用いて給食に変化をつ
けている。 

○めん…カレーうどん、かき揚げうどん、みそラーメン
など月 1～2 回実施している。 

〔牛乳・乳製品〕 
貴重なカルシウムの確保のため、毎日の飲用のほ

かに、グラタン、チーズ入りコロッケ、シチューなどに多
く使用し、好評を得ている。 

〔おかず〕 
肉や魚を主とした主菜一品のほか、副菜を 2～3

品付けることを基本としている。また、物資選定にあた
っては、物資部会を通じて、安全性を含めてよい食品
を適正な価格で入手することを目標としている。さらに、
加工品や半加工品を極力使わず、素材を生かし、大
規模な集団給食に対しても手づくりが採り入れられる
よう委託業者の調理担当者とも綿密な連絡を取りな
がら工夫する努力を続けている。 

〔栄養所要量の基準〕 
学校給食における栄養所要量の基準は、厚生労働

省が定める日本人の栄養所要量を参考とし、児童生
徒の健康の保持増進を図るのに望ましい栄養量を文
部科学省が算出したものである。 

生徒１人 1 回当たりの平均栄養所要量の基準（平成 15 年改定） 

区 分 ｴﾈﾙｷﾞｰ 
(kcal) 

たんぱく質 
(g) 

ｶﾙｼｳﾑ
(㎎) 

鉄 
(㎎) 

栄養量 830 32 400 4.0 
 

区 分 ﾋﾞﾀﾐﾝ A 
(μgRE) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C
(㎎) 

栄養量 190 0.4 0.5 25 
 

区 分 ﾅﾄﾘｳﾑ 
(g) 

食物繊維 
(g) 脂肪(％) 

栄養量 3 以下 8.0 
学校給食による摂取ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ全体の 25%～30%以下

 

 

 

(ｴ) 調理業務の形態 

  民間業者による委託方式を採用。委託内容は、共
同調理場及び自校調理場における調理、配缶、配
送（配送車を含む）、配膳、洗浄、保管、施設設備
日常清掃等の業務、ボイラー管理業務とその他の
関連業務である。 

 
(ｵ) 調理施設概要 

a 共同調理場（セントラルキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食共同調理場 
・所 在 地 上尾市大字上尾村 476－１ 
・電話番号 048－777-1552 
・竣工年月 平成 4 年 12 月 
・敷地面積 4,512 ㎡ 
・延床面積 2,306 ㎡（1 階 1,853 ㎡、2 階 453 ㎡） 
・主な施設 調理コーナー、下処理コーナー、炊飯

室、洗浄室、食品加工室、残滓回収
室、プラットホーム、機械室、調理研
修室、洗濯乾燥室、検査室、準備室、
給湯室、休憩室、運転手控室、更衣
室、事務室等 

・調理能力 10,000 食 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b 各中学校自校調理場（サテライトキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食自校調理場 
・所 在 地 各中学校に同じ 
・電話番号 各中学校に同じ 
・敷地面積 各中学校用地の一部（既設受部分を

増改築９校、新設２校） 
・延床面積 １１校平均１６０㎡（配膳室、休憩室含

む） 
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７ 教育費支援の充実 
（１）幼稚園保育料の補助制度 

◎◎平平成成２２００年年度度幼幼稚稚園園就就園園奨奨励励費費補補助助金金  

【趣旨】 
幼稚園就園奨励費補助金は、幼稚園教育の一層の普及と充実を図るため、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳

児を幼稚園に通園させている保護者のうち一定の要件を満たす方に対しまして、国と市が保育料等の一部を補
助し、保護者の負担軽減を図るものです。 

【対象者及び金額】 
上尾市に住民登録がある、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を幼稚園に通園させている世帯を対象として、

下記の内容で補助金を交付します。 

○ 小学校１・２・３年生の兄・姉がいない世帯 ･･････････････〔Ａ表〕のとおりです。 

○ 小学校１・２・３年生の兄・姉がいる世帯 
・幼稚園に通園させている幼児が１人又は２人いる世帯･･･････〔Ｂ表〕のとおりです。 
・幼稚園に通園させている幼児が３人以上いる世帯･･･････････〔Ａ表〕のとおりです。 

 〔Ａ表〕 補助金の額（年額） 

第１子 第２子 第３子以降 

市民税が非課税及び生活保護世帯 １４６，２００円 １９０，０００円 ２６０，０００円

市民税の所得割額が非課税の世帯 １１０，８００円 １６５，０００円 ２５３，０００円

市民税の所得割額が 34,500 円以下の世帯 ８４，２００円 １４６，０００円 ２４８，０００円

市民税の所得割額が 183,000 円以下の世帯 ５９，２００円 １２９，０００円 ２４３，０００円

 

 

 

 

 
 
  ※幼稚園に通園している幼児に公立幼稚園、特別支援学校の幼稚部、認可保育所（公立・私立）・知的障害児通園施設・難聴

幼児通園施設・肢体不自由児施設の通園部・情緒障害児短期治療施設の通所部・認定こども園・児童デイサービスに通所
通園している兄・姉がいる場合には、その兄・姉を第１子、第２子又は第３子扱いとしてカウントします。（その兄・姉に対しては補助金
は支給されません。） 

〔Ｂ表〕 補助金の額（年額） 

第１子 
（小学１・２・３年生） 

第２子 第３子以降 

市民税が非課税及び生活保護世帯 ― １６２，０００円 １７６，０００円

市民税の所得割額が非課税の世帯 ― １２９，０００円 １４７，０００円

市民税の所得割額が 34,500 円以下の世帯 ― １０６，０００円 １２６，０００円

市民税の所得割額が 183,000 円以下の世帯 ― ８３，０００円 １０６，０００円

 

 

 

 

 

 
 
 

※小学校１・２・３年生の兄・姉が２人いる場合には、その兄・姉を第１子、第２子扱いとしてカウントし、幼稚園に通園している幼
児は「第３子以降」に該当します。（その兄・姉に対しては補助金は支給されません。） 

  

  

  

◎◎幼幼稚稚園園児児保保護護者者負負担担軽軽減減費費補補助助金金  

【趣旨】 

幼稚園児保護者負担軽減費補助金は、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を幼稚園に通園させている保護者
の負担を軽減するため、市が補助金を交付するものです。 

【対象者及び金額】 

平成２０年１０月１日現在において、上尾市に住民登録がある、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を私立幼稚
園に通園させている保護者を対象として、下記の内容で補助金を交付します。 

補助金の額（年額） 

第１子 １８，０００円 第２子 ２０，０００円 第３子以降 ２５，０００円 
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（２）入学準備金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学校、専修

学校（高等課程及び専門課程）に進学の意欲を有する者で経済的な理由により修学が困難なものの保護者

に対して、入学に要する入学金その他の費用について、無利子で貸付けを行っている。 

（平成１９年度実績） 

区  分 種別 貸付額 貸付人員 貸付金額 

高 等 学 校 

中等教育学校の後期課程 

高 等 専 門 学 校 

専 修 学 校 （高 等 課 程 ） 

公立 ２００，０００円 ６人 １，２００，０００円 

私立 ３００，０００円 ４人   ６００，０００円 

短 期 大 学 

大 学 

専 修 学 校 （専 門 課 程 ） 

公立 ３００，０００円 ０人 ０円 

私立 ５００，０００円 ３人 １，５００，０００円 

※ 返還は６ヵ月据置き、２０万円・５０万円は四半期ごとの１７回割賦、３０万円は四半期ごとの１３回割賦、無利子。 

 

（３）奨学金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、高等専門学校、専修学校（高等課程、専門課程）、短期大学、

大学に在学する者で、学資の支出が困難な生徒と学生に対して奨学金を貸し付けている。 

（平成１９年度新規貸付実績） 

区  分 貸付額と貸付期間 貸付人員 貸付金額 

高 等 学 校 

中等教育学校の後期課程 

高 等 専 門 学 校 

専 修 学 校 （高 等 課 程 ） 

月額１０，０００円 

（正規の修業期間内） 
0 人           ０円 

短 期 大 学 

大 学 

専 修 学 校 （専 門 課 程 ） 

月額２０，０００円 

（正規の修業期間内） 
２人 ４８０，０００円 

※ 返還は６ヵ月据置き、四半期ごとの２０回割賦、無利子。 

 

 

（４）就学援助費 

【趣旨】 
経済的理由により就学が困難な学齢児童及び生徒の保護者に対して、予算の範囲内で就学に必要な費用

を支給し、義務教育の円滑な実施を図ることを目的としている。 

【対象者】 
次の２つの条件を満たす者 
・上尾市に住民登録がある、市が設置する小学校又は中学校に就学している児童生徒の保護者 
・上尾市教育委員会が、要保護者に準ずる程度に生活が困窮していると認めた者 

【申請方法】 
・申請書は各学校・教育委員会にあります。 
・提出にあたっては、世帯の所得を証明する書類等を添付のうえ、各学校又は教育委員会に提出願います。 
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第３章 統計等資料 

１ 市内学校一覧 
（１）市立幼稚園 

幼稚園名 園 長 名 所 在 地 電話番号 

平方幼稚園 坂巻 政美 上尾市大字平方 1346-1 725-2008 

（２）私立幼稚園 

幼稚園名 園 長 名 所 在 地 電話番号 

上尾幼稚園 谷川 恵哉 上尾市仲町 2-1-14 771-0703 

上尾富士見幼稚園 秋山  徹 上尾市富士見 2-3-33 775-0517 

上尾みずほ幼稚園 岩崎 利津子 上尾市大字原市 50-3 721-0210 

つつじが丘幼稚園 青木 ひろ子 上尾市大字上野 1053-1 725-2622 

尾山台幼稚園 増田 智子 上尾市大字瓦葺 2716 721-0468 

原市文化幼稚園 稲田 碩哉 上尾市大字瓦葺 1032 721-1465 

上尾寿幼稚園 島田 敦子 上尾市大字上 1521 772-2200 

花園幼稚園 加藤 曙美 上尾市中妻 2-13-2 771-7050 

上尾みどりが丘幼稚園 小林 くに子 上尾市緑丘 4-13-13 772-3727 

西上尾しらぎく幼稚園 嶋根 あけみ 上尾市大字今泉 296 725-2227 

上尾いずみ幼稚園 吉沢 次郎 上尾市大字堤崎 356-1 726-2476 

上尾きたはら幼稚園 澤野 みすず 上尾市大字小敷谷 77-1 725-1470 

つつみ幼稚園 新井 洋子 上尾市大字上 58-7 772-1115 

妙厳寺幼稚園 織原 由美子 上尾市大字原市 977-2 721-0188 

ほし幼稚園 星野 由利子 上尾市大字小敷谷 845 725-1302 

浅間台幼稚園 鈴木  茂 上尾市弁財 2-5-3 774-1046 

双葉台幼稚園 武藤 ちよ子 上尾市大字川 207 781-4502 

上尾寿第二幼稚園 畠中  茂 上尾市二ツ宮 1087 772-1100 

カオル幼稚園 上松 久子 上尾市藤波 4-125 786-8864 

みやした幼稚園 田中 元三郎 上尾市西宮下 1-68 775-3556 

ひかわ幼稚園 今井 かほる 上尾市二ツ宮 864 771-0744 

（平成２０年４月１日現在） 
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（３）小学校 

学校名 校 長 教 頭 
教職
員数

児童数 学級数 所  在  地 電話番号

上 尾 小 学 校 細 野  功 真継  徹 ３９ ７４５ ２６ 上尾市仲町１-１１-４６ ７７１-００６７

中 央 小 学 校 黒﨑 宏司 岸浪 啓子 ３４ ６４５ ２１ 上尾市上町１-１５-４ ７７１-０２５６

大 谷 小 学 校 野崎 道男 石川 陽子 ４２ ９７１ ２８ 上尾市大字大谷本郷５２８ ７８１-０１２０

平 方 小 学 校 坂巻 政美 須藤 一幸 ２９ ４９１ １７ 上尾市大字平方１３４６-１ ７２５-２０７０

大 石 小 学 校 吉 田  洋 
栗本 賢一
本多 久男

５０ １，０７５ ３２ 上尾市大字小泉７４５-１ ７８１-０３４２

原 市 小 学 校 山 中  均 栗原 正行 ３６ ６９９ ２４ 上尾市大字原市３５０８-１ ７２１-１５３６

上 平 小 学 校 西  正博 川津 美利 ４１ ８１４ ２８ 上尾市大字南１０２ ７７１-１７５１

富士見小学校 守  由和 菅野  隆 ４０ ８３９ ２６ 上尾市柏座４-３-８ ７７１-０５０５

尾山台小学校 橋本 雄平 小俣惠美子 ２３ ３６９ １３ 上尾市大字瓦葺４０９-１ ７２１-３４００

東 小 学 校 
(向原分教室含む) 

吉田るみ子 林  七郎 ４８ ８８８ ３０ 上尾市大字上尾村１１７１-２ ７７３-２４９０

大石南小学校 小川 久雄 深谷 教子 ３２ ５０８ １８ 上尾市大字畔吉１３３３ ７２６-２６５５

平方東小学校 松本 一治 本郷  徳 １８ １８０ ８ 上尾市大字平方４３５４-２ ７２５-２６２３

原市南小学校 青山 和幸 杉浦みどり ３１ ６４２ ２０ 上尾市大字原市３９９０ ７２２-２１００

鴨 川 小 学 校 内田 和子 秋山 正久 ２６ ４６１ １５ 上尾市西宮下４-４００ ７７５-６５６２

芝 川 小 学 校 井関由美夫 鹿間  亨 ３２ ６３１ ２０ 上尾市大字久保１８０ ７７３-２５６０

瓦 葺 小 学 校 高橋 陽子 前田 裕一 ２２ ３４４ １２ 上尾市大字瓦葺２２６０ ７２１-４６１８

今 泉 小 学 校 島 村  博 水澤 恒道 ２８ ４１２ １６ 上尾市大字今泉２６８ ７８１-４３１８

西 小 学 校 岸浪 信敬 小渕 洋夫 ２８ ４１０ １４ 上尾市今泉１-７-２ ７８１-６５６７

東 町 小 学 校 吉田 秀一 影山  孝 ３５ ７６４ ２４ 上尾市東町３-１９４７ ７７５-６５６９

平方北小学校 山口  修 佐藤  洋 １９ ２８６ １０ 上尾市大字平方３６５７ ７２６-２１２０

大石北小学校 田村  均 新村  出 ４２ ８８２ ２７ 上尾市井戸木４-２３ ７７５-４４２８

上平北小学校 強瀨  誠 難波  清 １４ １７７ ６ 上尾市大字南２８７ ７７５-４４２７

児童数・学級数は、平成２０年５月１日現在 

校長氏名・教頭氏名・教職員数は、平成２０年１１月１日現在
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（４）中学校 

学校名 校長氏名 教頭氏名 
教職
員数

生徒
数 

学級
数 

所  在  地 電話番号

上 尾 中 学 校 井 川  隆
吹 野  治 
水石 明彦 

５４ ９０８ ２９ 上尾市愛宕３-２３-３４ ７７１-０１２９

太 平 中 学 校 山﨑 泰宏 菅 田  泉 ２７ ４４３ １４ 上尾市大字小敷谷２-３ ７２５-２０２６

大 石 中 学 校 村 川  栄
飯塚  睦 
木村 博昭 

５０ ９２２ ２６ 上尾市中妻４-１９ ７７２-２６６０

原 市 中 学 校 萩原 常夫 佐藤 啓一 ３２ ５４４ １６ 上尾市大字原市３４７９ ７２１-０６３６

上 平 中 学 校 江川 澄男 渡辺 義光 ３４ ６０２ １８ 上尾市大字菅谷１２１ ７７１-１５５５

西 中 学 校 清水 井一 清野 栄一 ３５ ５２５ １８ 上尾市大字今泉５１５ ７８１-１５４１

東 中 学 校 佐々木恭一 赤井 嘉一 ３７ ６６６ １９ 上尾市大字上尾村４７９ ７７５-６５６６

東 中 学 校 
向 原 分 校 佐々木恭一 矢嶋 廣明 １１ ３７ ６ 上尾市大字上尾宿２０９６ ７７１-００６４

大石南中学校 大宮 信行 森井 哲夫 ２３ ３５６ １１ 上尾市大字小敷谷１１０５ ７２６-０５１１

瓦 葺 中 学 校 神田 一美 野本 智子 ２０ ２８８ ９ 上尾市大字瓦葺１６３ ７２２-２１０１

南 中 学 校 永井 義美 新井   保 ２８ ５０３ １５ 上尾市大字大谷本郷１２４ ７８１-２２９９

大 谷 中 学 校 長谷川 隆 野吾 清典 ２０ ２５９ ８ 上尾市向山４-１０ ７８１-９０８０

児童数・学級数は、平成２０年５月１日現在 

校長氏名・教頭氏名・教職員数は、平成２０年１１月１日現在
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（５）高等学校 

学 校 名 学 科 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県 立 上 尾 高 等 学 校 
普通科 
商業科 

山 本 和 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２

県 立 上 尾 南 高 等 学 校 普通科 小 島 和 昭 上尾市大字中新井５８５ ７８１-３３５５

県 立 上 尾 沼 南 高 等 学 校 普通科 加 藤 正 芳 上尾市大字原市２８００ ７２２-１２４６

県立上尾鷹の台高等学校 普通科 加 藤 正 芳 上尾市大字原市２８００ ７２２-１２４６

県 立 上 尾 橘 高 等 学 校 
普通科 

普通科情報ｺｰｽ
内 田 利 吉 上尾市大字平方２１８７-１ ７２５-３７２５

県立上尾高等学校（定時制） 普通科 山 本 和 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２

秀 明 英 光 高 等 学 校 普通科 高 田 貞 明 上尾市大字上野１０１２ ７８１-８８２１

（６）養護学校 

学 校 名 学 部 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県 立 上 尾 養 護 学 校 
小学部 
中学部 
高等部 

大 山  治 上尾市東町３-２００９-３ ７７４-９３３１

（７）大学 

学 校 名 学部・学科 学長氏名 所 在 地 電話番号 

聖 学 院 大 学 

政治経済学部 
政治経済学科 
コミュニティ政策学科

阿久戸 光晴
上尾市 
大字戸崎１-１ 

７８１-０９２５人文学部 
欧米文化学科 
日本文化学科 

人間福祉学部 
児童学科 
人間福祉学科 
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２ 学校別在籍児童生徒数・学級数（平成２０年５月１日現在） 
（１）小学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
特別支援 
学  級 

学校計 

上尾小学校 
１１６ 人 １２０ 人 １２５ 人 １１３ 人 １２６ 人 １３２ 人 １３ 人 ７４５ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

中央小学校 
１０１ 人 １２１ 人 １１６ 人 １０７ 人 ９６ 人 １０１ 人 ３ 人 ６４５ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

大谷小学校 
１５１ 人 １４９ 人 １９２ 人 １５４ 人 １５９ 人 １６６ 人   ９７１ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   ２８ ｸﾗｽ

平方小学校 
６７ 人 ８９ 人 ８７ 人 ７６ 人 ８４ 人 ８８ 人   ４９１ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １７ ｸﾗｽ

大石小学校 
１６３ 人 １８７ 人 ２１３ 人 １６８ 人 １７８ 人 １６６ 人   １０７５ 人

５ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   ３２ ｸﾗｽ

原市小学校 
１１２ 人 １１０ 人 １２３ 人 １１２ 人 １１３ 人 １１０ 人 １９ 人 ６９９ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ

上平小学校 
１２２ 人 １２９ 人 １１４ 人 １６２ 人 １３６ 人 １３３ 人 １８ 人 ８１４ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

富士見小学校 
１３７ 人 １５７ 人 １２６ 人 １３６ 人 １２８ 人 １５５ 人   ８３９ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２６ ｸﾗｽ

尾山台小学校 
６３ 人 ６９ 人 ５９ 人 ４９ 人 ７９ 人 ５０ 人   ３６９ 人

２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １３ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
１３９ 人 １６３ 人 １２９ 人 １４５ 人 １４４ 人 １４８ 人 １４ 人 ８８２ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
向原分教室 

    ２ 人 １ 人 ３ 人   ６ 人

    １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   ２ ｸﾗｽ

大石南小学校 
９１ 人 ７７ 人 ９１ 人 ８１ 人 ８０ 人 ７８ 人 １０ 人 ５０８ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

平方東小学校 
２９ 人 ２２ 人 ２７ 人 ３１ 人 ２５ 人 ３３ 人 １３ 人 １８０ 人

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ

原市南小学校 
１２０ 人 １０３ 人 １１２ 人 ９９ 人 １０４ 人 １０４ 人   ６４２ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ２０ ｸﾗｽ

鴨川小学校 
６４ 人 ７１ 人 ７６ 人 ８７ 人 ７２ 人 ９１ 人   ４６１ 人

２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １５ ｸﾗｽ

芝川小学校 
１１３ 人 １０３ 人 ９８ 人 １１１ 人 １０４ 人 １０２ 人   ６３１ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ２０ ｸﾗｽ

瓦葺小学校 
６５ 人 ５８ 人 ５８ 人 ５５ 人 ５６ 人 ５２ 人   ３４４ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １２ ｸﾗｽ

今泉小学校 
６２ 人 ５３ 人 ８０ 人 ６８ 人 ６０ 人 ６２ 人 ２７ 人 ４１２ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ

西 小 学 校 
７４ 人 ７８ 人 ６４ 人 ７８ 人 ６６ 人 ５０ 人   ４１０ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ

東町小学校 
１１５ 人 １３１ 人 １２６ 人 １３０ 人 １２２ 人 １４０ 人   ７６４ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２４ ｸﾗｽ

平方北小学校 
４９ 人 ４６ 人 ３６ 人 ３８ 人 ５２ 人 ６５ 人   ２８６ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １０ ｸﾗｽ

大石北小学校 
１３２ 人 １３８ 人 １７２ 人 １５６ 人 １５０ 人 １３１ 人 ３ 人 ８８２ 人

４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

上平北小学校 
３１ 人 ２６ 人 ２７ 人 ３０ 人 ３７ 人 ２６ 人   １７７ 人

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ

総 合 計 
２，１１６ 人 ２，２００ 人 ２，２５１ 人 ２，１８８ 人 ２，１７２ 人 ２，１８６ 人 １２０ 人 １３，２３３ 人

７３ ｸﾗｽ ７７ ｸﾗｽ ６７ ｸﾗｽ ６５ ｸﾗｽ ６４ ｸﾗｽ ６７ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ４３５ ｸﾗｽ

上段：人数 
下段：クラス数
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上段：人数 
下段：クラス数（２）中学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 
特別支援 
学  級 

学校計 

上 尾 中 学 校 
３０４ 人 ２７９ 人 ２９３ 人 ３２ 人 ９０８ 人 

１０ ｸﾗｽ ７ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ

太 平 中 学 校 
１３８ 人 １３９ 人 １６６ 人   ４４３ 人 

５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ

大 石 中 学 校 
２９７ 人 ３２５ 人 ３００ 人   ９２２ 人 

９ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ   ２６ ｸﾗｽ

原 市 中 学 校 
１８９ 人 １７２ 人 １８３ 人   ５４４ 人 

６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １６ ｸﾗｽ

上 平 中 学 校 
１９０ 人 ２２８ 人 １７８ 人 ６ 人 ６０２ 人 

６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

西 中 学 校 
１６３ 人 １７５ 人 １６８ 人 １９ 人 ５２５ 人 

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
２１８ 人 ２３８ 人 ２１０ 人   ６６６ 人 

７ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ   １９ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
向 原 分 校 

３ 人 ７ 人 ２７ 人   ３７ 人 

１ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ

大 石 南 中 学 校 
１１５ 人 １３４ 人 １０７ 人   ３５６ 人 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １１ ｸﾗｽ

瓦 葺 中 学 校 
８０ 人 １０９ 人 ９９ 人   ２８８ 人 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ９ ｸﾗｽ

南 中 学 校 
１６１ 人 １７１ 人 １７１ 人   ５０３ 人 

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １５ ｸﾗｽ

大 谷 中 学 校 
９４ 人 ７８ 人 ８７ 人   ２５９ 人 

３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ８ ｸﾗｽ

総 合 計 
１，９５２ 人 ２，０５５ 人 １，９８９ 人 ５７ 人 ６，０５３ 人 

６４ ｸﾗｽ ５８ ｸﾗｽ ５９ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ １８９ ｸﾗｽ

 
 

2,001
2,055

1,958

2,083
2,097

2,148
2,133

2,214

2,271
2,214

2,194
2,207

1,969

2,074

2,010

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

幼児 小学校 中学校
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３ 学校別在籍児童生徒数・学級数推計 

（１）小学校 

学 校 名 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

上 尾 小 学 校 
７４５ 人 ７４６ 人 ７４１ 人 ７５９ 人 ７４４ 人 ６９８ 人

普通２３・特別支援３ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ

中 央 小 学 校 
６４５ 人 ６６４ 人 ６８８ 人 ６９７ 人 ６９６ 人 ６２５ 人

普通２０・特別支援１ ２１ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

大 谷 小 学 校 
９７１ 人 ９５７ 人 ９３８ 人 ９２３ 人 ８５７ 人 ８６６ 人

２８ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

平 方 小 学 校 
４９１ 人 ４９９ 人 ４８７ 人 ４９３ 人 ４７１ 人 ４４４ 人

１７ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ

大 石 小 学 校 
１，０７５ 人 １，１０５ 人 １，０６０ 人 １，０４６ 人 ９９８ 人 ９４５ 人

３２ ｸﾗｽ ３３ ｸﾗｽ ３２ ｸﾗｽ ３１ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

原 市 小 学 校 
６９９ 人 ６８８ 人 ６７１ 人 ６５９ 人 ６１１ 人 ６１３ 人

普通２１・特別支援３ ２５ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ

上 平 小 学 校 
８１４ 人 ８３６ 人 ８２９ 人 ８１８ 人 ８２４ 人 ８３８ 人

普通２４・特別支援４ ２９ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ

富 士 見 小 学 校 
８３９ 人 ８４８ 人 ８７５ 人 ８８８ 人 ８９６ 人 ８１９ 人

２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ

尾 山 台 小 学 校 
３６９ 人 ３８９ 人 ３８３ 人 ４０３ 人 ４１０ 人 ３９０ 人

１３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
８８２ 人 ８２８ 人 ８１３ 人 ８００ 人 ７７９ 人 ７８９ 人

普通２６・特別支援２ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
向 原 分 教 室 

６ 人     

２ ｸﾗｽ   

大 石 南 小 学 校 
６４２ 人 ５９７ 人 ５８１ 人 ５７３ 人 ５３６ 人 ４３８ 人

普通１６・特別支援２ ２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ

平 方 東 小 学 校 
１８０ 人 １６８ 人 １６６ 人 １６５ 人 １６３ 人 １７１ 人

普通６・特別支援２ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ

原 市 南 小 学 校 
６４２ 人 ６３６ 人 ６３６ 人 ６２５ 人 ６０６ 人 ５８８ 人

２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

鴨 川 小 学 校 
４６１ 人 ４３９ 人 ４２４ 人 ３９２ 人 ３８６ 人 ３９４ 人

１５ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

芝 川 小 学 校 
６３１ 人 ６４１ 人 ６３４ 人 ６２１ 人 ６３５ 人 ６３９ 人

２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ

瓦 葺 小 学 校 
３４４ 人 ３４９ 人 ３８０ 人 ３８５ 人 ３９８ 人 ４３５ 人

１２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

今 泉 小 学 校 
４１２ 人 ４１９ 人 ４１１ 人 ３９７ 人 ３７９ 人 ３９６ 人

普通１２・特別支援４ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ

西 小 学 校 
４１０ 人 ４７１ 人 ４９５ 人 ４９１ 人 ４８８ 人 ４７３ 人

１４ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

東 町 小 学 校 
７６４ 人 ７８６ 人 ７９２ 人 ８１５ 人 ８２０ 人 ７７２ 人

２４ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ

平 方 北 小 学 校 
２８６ 人 ２５７ 人 ２４６ 人 ２５９ 人 ２６９ 人 ２８０ 人

１０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ

大 石 北 小 学 校 
８８２ 人 ８８１ 人 ９０４ 人 ８８５ 人 ８３５ 人 ８４３ 人

普通２６・特別支援１ ２８ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

上 平 北 小 学 校 
１７７ 人 １７９ 人 １６８ 人 １５８ 人 １４８ 人 １４４ 人

６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ

総 合 計 
１３，２３３ 人 １３，３８３ 人 １３，３２２ 人 １３，２５２ 人 １２，９４９ 人 １２，６００ 人

普通４１３・特別支援２２ ４３９ ｸﾗｽ ４３６ ｸﾗｽ ４３２ ｸﾗｽ ４２５ ｸﾗｽ ４１８ ｸﾗｽ

（学年進行による推計） 
上段：人数 
下段：クラス数
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（２）中学校 

学 校 名 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

上 尾 中 学 校 
９０８ 人 ９２３ 人 ９５０ 人 ９１７ 人 ９１７ 人 ９３８ 人

普通２５・特別支援４ ３０ ｸﾗｽ ３１ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ

太 平 中 学 校 
４４３ 人 ４２８ 人 ４２１ 人 ４０９ 人 ３７８ 人 ３９０ 人

１４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

大 石 中 学 校 
９２２ 人 ９０６ 人 ８９１ 人 ８８７ 人 ９６０ 人 ９７７ 人

２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

原 市 中 学 校 
５４４ 人 ５６４ 人 ６００ 人 ６１３ 人 ６１８ 人 ６１２ 人

１６ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

上 平 中 学 校 
６０２ 人 ６６９ 人 ６８４ 人 ７３７ 人 ７１５ 人 ６９７ 人

普通１７・特別支援１ ２０ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

西 中 学 校 
５２５ 人 ５５６ 人 ５４１ 人 ５３６ 人 ５２１ 人 ５４２ 人

普通１５・特別支援３ ２１ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
６６６ 人 ６４９ 人 ６１１ 人 ６３０ 人 ６２５ 人 ６４２ 人

１９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
向 原 分 校 

３７ 人       

６ ｸﾗｽ   

大 石 南 中 学 校 
３５６ 人 ３７７ 人 ３７４ 人 ３９６ 人 ４１９ 人 ３９０ 人

１１ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ

瓦 葺 中 学 校 
２８８ 人 ２８０ 人 ２９９ 人 ３１５ 人 ３３６ 人 ３３２ 人

９ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ

南 中 学 校 
５０３ 人 ５１５ 人 ４８５ 人 ４８６ 人 ４７４ 人 ４７３ 人

１５ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

大 谷 中 学 校 
２５９ 人 ２６８ 人 ２９０ 人 ２９６ 人 ３１４ 人 ２９７ 人

８ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ

総 合 計 
６，０５３ 人 ６，１３５ 人 ６，１４６ 人 ６，２２２ 人 ６，２７７ 人 ６，２９０ 人

普通１８１・特別支援８ １９１ ｸﾗｽ １９４ ｸﾗｽ １９３ ｸﾗｽ １９５ ｸﾗｽ １９３ ｸﾗｽ

備考１ 平成 20 年度以降の推計について、東小学校向原分教室と東中学校向原分校は推計不能のため除く。 

備考２ 小学校 1・2 年生は 30 人程度学級及び 35 人学級、中学校 1 年生は 30 人程度学級及び 38 人学級、 

その他は 40 人学級として学級数を算出。 
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４ 中学校卒業後の進路 
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５ 小・中学校児童生徒体格一覧（平成１９年度） 
◎ 小学校 

     身長(㎝) 体重(㎏) 座高(㎝) 

市平均 県平均 市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 116.4 116.8 21.2 21.4 64.7 64.8 

女子 115.8 116.0 20.9 21.3 64.4 64.5 

第２学年 
男子 122.5 122.4 24.0 24.3 67.6 67.5 

女子 121.2 121.6 23.1 23.4 67.1 67.1 

第３学年 
男子 128.1 128.2 27.1 27.1 70.3 70.1 

女子 127.3 127.7 26.3 26.4 69.8 70.0 

第４学年 
男子 133.7 133.2 30.3 30.3 72.7 72.5 

女子 133.3 133.6 29.5 30.0 72.7 72.9 

第５学年 
男子 138.6 139.3 34.1 34.6 75.1 75.3 

女子 139.9 140.3 33.5 34.2 75.8 76.1 

第６学年 
男子 145.3 145.4 38.2 39.0 77.9 77.9 

女子 146.6 146.9 38.5 38.9 79.1 79.4 

◎ 中学校 

 
身長(㎝) 体重(㎏) 座高(㎝) 

市平均 県平均 市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 152.3 152.6 43.3 44.3 81.4 81.1 

女子 152.1 152.1 43.3 43.8 82.3 82.0 

第２学年 
男子 159.4 159.4 48.9 48.8 84.7 84.7 

女子 155.1 155.3 47.1 47.4 83.7 83.8 

第３学年 
男子 165.0 165.4 54.2 54.3 87.8 88.0 

女子 157.1 156.8 50.4 50.3 84.8 84.8 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

６ 眼と歯の異常状況（平成１９年度） 

 
小 学 校 中 学 校 

男子 女子 男子 女子 

眼 

裸眼視力 0.9 以下の者 21.8 % 26.2 % 46.2 % 57.1 % 

眼けん炎の者 1.0 % 0.7 % 0.7 % 0.7 % 

結膜炎の者 4.9 % 3.3 % 5.7 % 3.4 % 

その他の眼疾異常の者 0.6 % 0.8 % 0.5 % 0.4 % 

歯 

処置完了者 11.9 % 15.0 % 28.5 % 30.8 % 

未処置歯のある者 9.8 % 12.6 % 23.9 % 25.2 % 

むし歯のない者 73.8 % 69.4 % 47.6 % 44.0 % 

永久歯のない者 4.5 % 3.0 % 0.0 % 0.0 % 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

７ 教職員の状況 
（１）男女別職員数 

職 名 性別 小学校 中学校 計 職 名 性別 小学校 中学校 計 

校長 

男性 １９ １１ ３０ 

事務職員 

男性 ３ ０ ３ 

女性 ３ ０ ３ 女性 ８ ０ ８ 

合計 ２２ １１ ３３ 合計 １１ ０ １１ 

教頭 

男性 １８ １3 ３１ 

用務員 

男性 ２ ３ ５ 

女性 5 １ ６ 女性 ３ ０ ３ 

合計 ２３ １４ ３７ 合計 ５ ３ ８ 

教諭 

男性 １７９ １６０ ３３９ 

給食調理員

男性 ０ ０ ０ 

女性 ３３８ １４０ ４７８ 女性 ４９ ０ ４９ 

合計 ５１７ ３００ ８１７ 合計 ４９ ０ ４９ 

助教諭 

男性 １ ０ １ 
特別支援学級

補助員 

男性 ２ ０ ２ 

女性 １ ０ １ 女性 ６ ２ ８ 

合計 ２ ０ ２ 合計 ８ ２ １０ 

養護教諭 

男性 ０ ０ ０ 
30 人程度
学級教員 

男性 １ ６ ７ 

女性 ２６ １３ ３９ 女性 ７ ４ １１ 

合計 ２６ １３ ３９ 合計 ８ １０ １８ 

栄養教諭 

男性 ０ ０ ０ 
市費負担 

教職員合計

男性 ８ ９ １７ 

女性 ０ １ １ 女性 ７３ ６ ７９ 

合計 ０ １ １ 合計 ８１ １５ ９６ 

事務職員 

男性 ５ １０ １５      

女性 １９ ４ ２３      

合計 ２４ １４ ３８      

学校栄養 
職員 

男性 １ ０ １      

女性 １３ ２ １５      

合計 １４ ２ １６   小学校 中学校 合計 

県費負担 
教職員合計 

男性 ２２３ １９４ ４１７ 

教職員総合計

男性 ２３１ ２０３ ４３４

女性 ４０５ １６１ ５６６ 女性 ４７８ １６７ ６４５

合計 ６２８ ３５５ ９８３ 合計 ７０９ ３７０ １，０７９

（2）県費負担教職員平均年齢 

区分 校長 教頭 教諭 
  

養護 事務 
  

栄養 全体
男 女 男 女 

小学校 57.7 55.2 42.5 40.7 43.5 42.7 39.5 40.6 39.2 41.9 43.4 

中学校 56.8 54.3 44.3 44.6 44.8 45.3 45.4 46.0 43.8 40.3 45.4 

計 57.4 54.9 43.3 42.6 43.7 43.6 41.6 44.2 40.0 44.3 44.1 

（平成２０年１１月１日現在） 

（平成２０年３月３１日基準） 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

（３）県費負担教職員年齢構成 

◎小学校 

年齢階層 男性 女性 

55～ 57 87 

50～54 38 83 

45～49 13 45 

40～44 22 33 

35～39 28 41 

30～34 24 43 

25～29 35 51 

22～24 6 22 

◎中学校 

年齢階層 男性 女性 

55～ 52 32 

50～54 50 35 

45～49 29 26 

40～44 11 13 

35～39 10 18 

30～34 19 18 

25～29 16 17 

22～24 8 2 

◎小中学校合計 

年齢階層 男性 女性 

55～ 52 32 

50～54 50 35 

45～49 29 26 

40～44 11 13 

35～39 10 18 

30～34 19 18 

25～29 16 17 

22～24 8 2 

 
 

（平成２０年３月３１日基準） 
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